
久
成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る

菩

薩
行
（
そ
の
こ

伊

藤

瑞

叡

一
　
問
題
の
所
在

　
法

華
経
の
菩
薩
行
の
基
本
構
造
を
究
明
す
る
た
め
の
最
重
要
の
課
題
は
、
法

華
経
全
品
各
々
に
お
け
る
菩
薩
行
と
、
法
華
経
全
体
に
お
け
る
通
念
と
し
て
の

そ
れ
と
、
法
華
経
に
登
場
す
る
重
要
か
つ
特
定
の
菩
薩
の
そ
れ
と
、
そ
し
て
仏

陀
釈

尊
の
そ
れ
等
を
、
形
式
や
内
容
や
構
造
等
の
方
面
か
ら
、
各
別
に
分
析
し

解
明
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　
そ
の
た
め
の
研
究
の
観
点
・
方
法
は
大
約
し
て
三
種
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

第
一
は
菩
薩
行
を
久
成
の
釈
尊
と
の
通
時
的
な
因
果
と
共
時
的
な
互
具
と
の
関

パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

係

よ
り
観
察
し
て
解
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
上
慢
の
四
衆
と
の
対
比
関

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

係

よ
り
観
察
し
て
解
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
は
法
師
の
体
系
と
の
内
在
関

へ係
よ
り
観
察
し
て
解
析
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。

　
先
ず
第
一
の
観
点
・
方
法
よ
り
研
究
し
よ
う
。

　
　
　
　
久
成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　
お

よ
そ
法
華
菩
薩
道
の
根
本
範
型
（
モ
デ
ル
）
は
、
仏
教
思
想
の
行
的
基
調
か

ら
見
て
も
、
法
華
経
自
体
の
内
容
動
向
か
ら
見
て
も
、
仏
陀
釈
尊
の
行
菩
薩
道

に

収
束
さ
れ
推
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
法
華
経
で
の
釈
尊
は
久

遠
実
成
な
り
と
明
さ
れ
る
所
に
特
徴
を
有
つ
。

　
し
た
が
っ
て
久
成
釈
尊
の
行
菩
薩
道
の
形
式
・
内
容
・
構
造
、
諸
要
素
間
の

必
然
的
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
こ
そ
、
先
決
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
パ
　
　
へ

　
さ
て
久
成
釈
尊
の
行
菩
薩
道
に
つ
い
て
は
、
如
来
寿
量
品
の
長
行
の
中
頃
⑬

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ひ

に

我
本
行
菩
薩
道
所
レ
成
寿
命
今
猶
未
レ
尽
（
8
・
ρ
富
べ
ρ
ロ
目
。
…
a
d
y
a
p
i
　
p
a
u
r
＝

v
i
k
i
　
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
創
　
p
a
r
i
n
i
＄
．
　
p
a
d
i
t
’
a
’
y
u
．
＄
－
p
r
a
m
a
r
p
a
m
　
a
p
y
　
a
p
a
r
i
p
口
r
i
l
a
m
　
r
＿
）

か

も
わ
れ
に
今
な
お
過
去
の
菩
薩
行
に
よ
っ
て
成
満
さ
れ
た
寿
量
を
も
ま
た
満
足
し
て

（1
）

い

な
い
）
、
対
応
重
頒
0
3
に
寿
命
無
数
劫
久
修
レ
業
所
レ
，
M
t
h
　
（
a
y
u
S
　
c
a
　
m
e
　
d
i
r
g
h
a
m

a
n
a
n
t
a
－
l
〈
p
l
p
a
i
p
　
s
，
i
m
u
p
a
r
r
j
i
t
a
r
p
　
p
t
－
i
r
v
a
　
c
a
r
i
t
べ
a
　
c
a
r
y
a
m
わ
れ
の
寿
命
は
永
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

無
辺
劫
で

あ
り
、
過
去
に
行
を
行
じ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
へ

　
故

に
1
つ
に
は
久
成
釈
尊
の
本
行
菩
薩
道
、
す
な
わ
ち
過
去
の
菩
薩
行
（
弓
7

u
r
v
i
k
i
　
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
a
－
，
　
p
i
t
r
v
a
－
c
a
r
y
a
）
と
は
何
か
、
別
言
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

本
地
仏
と
そ
の
菩
薩
行
と
の
通
時
的
な
因
果
の
関
係
は
如
何
と
い
う
問
題
が
、

提
起
さ
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
ま
た
久
成
釈
尊
は
、
重
頚
の
ω
に
よ
る
と
、
自
二
我
得
ワ
仏
来
…
…
常
説
レ
法

（
p
r
a
p
t
a
　
m
a
y
a
　
c
＄
a
　
t
a
d
a
　
’
g
r
a
－
b
o
d
h
i
r
　
d
h
a
r
m
a
i
p
　
c
－
，
　
d
e
S
e
∋
y
　
a
h
u
　
n
i
t
y
a
，

k
a
l
a
m
こ
の
無
上
の
菩
提
が
わ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
よ
り
以
来
…
…
し
か
し
て
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ツ
　
　
ざ

は
常
時
に
法
を
説
示
す
る
）
し
、
③
に
よ
る
と
、
而
実
不
二
滅
度
一
常
住
レ
此
説
レ
法

（n
a
　
c
f
i
．
p
i
　
n
i
r
v
i
L
m
y
　
a
h
u
　
t
a
s
m
i
　
k
i
t
l
e
　
i
h
f
i
）
i
v
a
　
c
o
　
d
h
a
r
m
u
　
p
r
a
k
a
g
f
t
，
　
y
a
m
i
　
＿
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

か

し
わ
れ
は
そ
の
時
に
は
浬
築
せ
ず
、
実
に
ぱ
今
こ
こ
に
お
い
て
法
を
顕
説
す
る
）
す
る

と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
重
頚
②
・
⑧
に
よ
る
と
、
多
く
の
衆
生
を
成
熟
せ
し
め

（゜・
ρ

津
急
コ
ρ
…
a
n
e
k
a
m
　
p
a
r
i
p
a
－
c
a
y
i
i
r
n
i
教
コ
化
…
衆
生
一
）
調
t
s
．
）
　
（
v
i
n
a
〉
、
c
5
　
1
’
t
h
t
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ

s

a
t
t
v
．
i
n
a
為
レ
度
二
衆
生
i
故
）
多
v
の
菩
薩
を
勧
発
し
仏
智
に
安
住
せ
し
め
る

（s
a
m
a
d
i
i
p
。
n
i
i
　
b
a
h
u
－
b
o
d
h
i
g
．
a
t
t
t
－
i
n
　
b
a
u
d
c
l
h
a
s
m
i
　
j
f
i
i
L
n
a
．
g
．
m
i
　
s
t
h
a
．
p
e
n
i
i
令
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

入
，
1
於
仏
道
一
）
た
め
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
し
か
も
長
行
⑥
に
は
諸
如
来
（
の
成

正
覚
出
世
と
か
入
於
淫
樂
と
か
）
は
（
本
地
仏
た
る
常
住
不
滅
の
釈
迦
如
来
の
）
善
巧

方
便
た
る
説
法
を
成
就
す
る
　
（
た
め
の
）
I
S
S
　
m
s
　
（
u
p
f
i
．
y
a
－
k
a
u
S
a
l
y
a
－
d
h
a
r
n
i
a
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

d
。

ga
n

a
’
b
h
i
n
i
r
h
a
r
a
－
n
i
r
m
i
t
a
－
n
i
）
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
⑩
に
は
六
或
説
示
が

　
　
　
（
7
）

説
か

れ

る
。
そ
れ
は
本
地
仏
が
自
己
を
示
現
し
て
（
警
づ
旨
邑
三
ξ
・
8
ρ
）
自
己

（＝
仏
と
い
う
存
在
）
を
所
縁
と
し
X
Y
　
（
．
i
t
m
’
l
i
r
a
m
b
a
n
。
n
a
）
　
g
み
な
ら
ず
、
他
者

（＝
仏
以
外
の
存
在
者
）
を
示
現
し
V
’
　
（
p
a
r
o
p
a
d
i
．
　
r
S
f
t
．
　
n
e
n
a
）
他
者
を
所
縁
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

（p
a
r
’
a
r
a
m
b
a
r
p
e
n
a
）
ま
で
も
、
一
切
の
法
門
を
説
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

（
8
）

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
ト

　

し
た
が
っ
て
久
成
釈
尊
は
、
一
方
で
諸
如
来
と
し
て
変
現
（
コ
マ
∋
言
）
し
、

　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

他
方
で
自
己
を
示
現
へ
u
p
a
d
a
r
S
a
n
a
）
　
〉
他
者
を
示
現
す
る
な
ど
し
て
、
常
（
住

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

此
）
説
法
し
て
衆
生
を
成
熟
せ
し
め
勧
発
し
て
仏
智
に
安
住
せ
し
め
る
と
知
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
故

に
I
つ
に
は
、
久
成
釈
尊
の
現
在
・
未
来
に
お
け
る
変
現
・
示
現
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

の

行
菩
薩
道
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
本
地
仏
と
そ
の
菩
薩
行
と
の
共
時
的
な
互

ヘ
　
　
へ
　
　
て
　
　
ト

具
の

関
係
は
如
何
と
い
う
問
題
が
、
提
起
さ
れ
う
る
。

　
か

く
て
本
論
で
は
法
華
経
に
お
け
る
久
成
釈
尊
と
そ
の
行
菩
薩
道
と
の
通
時

的

な
因
果
の
関
係
と
共
時
的
な
互
具
の
関
係
と
を
追
求
し
て
両
者
相
互
の
意
味

関
連
を
究
明
し
、
も
っ
て
法
華
経
に
お
け
る
菩
薩
思
想
の
理
念
と
構
造
の
範
型

を
解
明
し
て
明
晰
・
判
明
な
ら
し
め
た
い
。

　
（
r
－
）
　
W
T
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1
，
°
2
7
1
’
　
t
°
1
（
F
p
．
　
2
7
2
，
　
l
．
　
2
；
　
1
’
l
c
．
，
　
1
3
8
a
3
－
4
．
正
蔵
九
’
四
二
c
、
一
＝
二
c
。

　
（
2
）
　
“
、
T
．
’
v
°
§
、
、
．
蕊
占
望
一
】
、
吉
三
2
・
S
正
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四
三
・
、
二
五
a
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（
c
o
）
　
X
N
”
T
．
，
　
I
，
．
　
2
7
5
，
　
t
．
　
8
｜
へ
゜
三
コ
（
こ
】
さ
品
゜
正
蔵
・
四
三
b
、
＝
四
c
。

　
（
－
：
r
）
　
W
T
．
　
p
°
2
7
r
）
，
　
l
．
　
I
G
－
l
°
1
7
；
　
P
k
．
，
　
1
4
0
a
3
．
同
上
o

　
（
L
n
）
　
W
T
こ
1
）
．
　
2
7
5
，
　
l
°
1
0
－
l
．
　
1
7
；
　
P
k
．
　
M
O
a
2
－
・
4
．
正
蔵
・
四
三
b
、
一
一
四
c
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（
6
）
　
x
v
T
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p
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2
7
0
，
　
l
．
　
9
．
　
－
L
　
1
0
；
　
P
k
．
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1
3
7
a
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．
正
蔵
・
四
二
c
、
一
＝
二
c
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（
7
）
　
x
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T
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p
°
L
）
7
0
，
　
t
．
　
1
0
－
p
．
　
2
7
1
，
　
l
°
3
i
I
、
k
．
，
　
1
3
7
t
，
2
－
5
．
正
蔵
・
四
二
c
、
一
＝
二
c
。

　
（
8
）
　
拙
論
「
⑦
へ
三
（
二
三
「
】
三
〔
た
る
日
二
筋
憤
ρ
戸
、
3
．
＝
o
－
℃
「
三
5
巴
言
（
如
来
寿
量
）
の
真
義
を
め
ぐ

　
　
　
っ
て
　
（
上
）
」
（
『
法
華
文
化
研
究
』
第
十
1
号
所
収
）
の
二
を
参
照
。



化
城
喩
品

（‖
往
古
品
）
の
行
菩
薩
道

　
－
通
時
的
な
因
果
の
関
係
に
お
け
る
因
行

O
問
題
の
所
在

　
化
城
喩
品
第
七
に
は
大
通
智
勝
如
来
（
言
二
5
・
ご
】
三
日
－
●
曽
ξ
ピ
三
三
・
．
声
↓
c
こ
声
、

g
a
t
a
，
　
d
e
　
b
s
h
i
n
　
g
S
e
σ
s
　
p
a
　
m
i
’
i
o
n
　
p
a
r
　
S
e
s
　
p
a
l
）
i
　
y
e
　
S
c
s
　
c
h
c
n
　
p
o
）
　
（
｛
）
三
千
塵

点
劫
の
久
遠
に
お
け
る
出
世
成
道
（
い
わ
ゆ
る
迩
門
の
三
千
塵
点
の
久
遠
成
仏
）
の

因
縁
周
を
も
っ
て
釈
尊
の
本
生
謹
が
説
示
さ
れ
る
。
大
通
智
勝
如
来
の
在
家
時

に

お

け
る
諸
子
（
で
巨
H
昌
）
の
十
六
王
子
な
る
童
真
三
。
＾
言
ρ
『
p
ご
ピ
，
k
u
m
a
r
a
b

ku
m
a
r
a
－
b
h
i
s
t
a
l
）
）
は
、
十
方
の
諸
梵
H
〈
H
－
l
　
（
b
r
a
h
m
a
－
k
o
t
i
－
n
a
y
u
t
a
－
S
a
t
a
－
s
a
h
a
－
＿

s
ra
h
）
と
共
に
、
大
通
智
勝
仏
に
勧
請
（
ρ
（
三
∨
緩
p
旨
）
し
て
四
諦
（
ー
三
転
十
二

く’

　
I
S
｛
r
k
e
q
　
c
l
h
a
r
m
a
－
c
a
k
r
a
r
p
　
p
r
a
v
a
r
t
a
y
t
L
m
t
t
s
a
　
t
r
i
－
p
a
r
i
v
a
r
t
a
i
p
　
d
v
i
t
d
a
S
．
a
k
a
r
a
m
・

6
h
o
s
　
k
y
i
　
l
）
k
h
o
r
　
l
o
．
．
．
g
s
u
m
　
d
u
　
b
z
l
a
s
　
t
c
　
r
n
a
m
　
p
a
　
b
c
u
　
g
n
i
s
　
s
u
　
b
g
．
　
k
o
r
　
r
o

三
転
十
二
行
相
の

法
輪

を
転
じ
た
も
う
た
）
・
十
二
因
縁
の
説
法
（
広
説
十
二
因
縁
法

pr
a
t
i
t
y
a
s
a
m
u
t
p
a
d
a
‘
p
r
a
v
；
t
t
i
t
p
　
c
p
　
v
i
s
t
a
r
。
l
．
l
a
　
s
a
q
l
p
r
a
l
〈
a
ψ
a
y
i
L
m
i
l
t
i
a
・
　
r
t
e
n

c
i
h
　
l
．
i
b
r
°
1
　
b
a
r
　
l
．
i
b
y
u
i
’
］
　
b
a
　
l
a
　
1
）
j
u
g
　
p
a
　
y
a
i
l
　
r
g
〉
’
u
　
c
h
e
r
　
r
a
b
　
t
u
　
s
t
o
n
　
t
o
縁

起
の
流
転
（
・
景
N
．
．
　
n
i
v
；
L
t
i
）
を
広
説
し
た
も
う
た
）
を
聴
聞
し
て
出
家
し
沙
弥
と

な
っ
て
、
更
に
法
華
経
の
説
法
を
聴
聞
し
て
各
々
法
華
を
覆
講
し
十
方
に
分
れ

て

成
仏

す
る
。
そ
し
て
十
六
菩
薩
沙
弥
の
第
十
六
の
菩
薩
が
娑
婆
国
土
に
お
い

て

釈
迦
牟
尼
仏

と
し
て
成
仏
す
る
と
説
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
久
成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
苦
薩
行
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　
し
た
が
っ
て
十
六
菩
薩
沙
弥
の
行
菩
薩
道
を
も
っ
て
久
成
釈
尊
の
因
行
と
し

て
の
本
行
菩
薩
道
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
そ
の
行
菩

薩
道
と
は
如
何
。
そ
れ
を
問
題
と
し
て
考
察
し
よ
う
。

　
そ
の
た
め
に
先
ず
今
品
の
長
行
の
要
文
を
摘
出
し
分
類
し
て
①
な
い
し
⑰
と

す
る
。
そ
し
て
便
宜
上
、
前
述
の
十
六
王
子
出
家
前
の
内
容
を
も
っ
て
①
と
す

る
。
次
に
重
頒
を
対
照
し
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
大
約
一
致
す
る
。
対
応
部

分

を
摘
出
す
る
に
、
番
号
は
掲
頚
の
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
．
．
か
v
し
て
す
な

わ

ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

　

②
　
か
れ
ら
十
六
の
王
子
な
る
童
真
は
実
に
同
じ
く
信
（
妙
法
華
に
欠
く
）
を

も
っ
て
家
を
去
っ
て
出
家
老
と
な
り
へ
…
S
r
a
d
d
h
a
y
a
’
g
a
r
a
d
　
a
n
i
i
σ
a
r
i
k
a
r
p
　
p
r
a
－

v
r
a
j
i
t
ρ
h
；
；
．
d
a
d
　
d
e
　
k
h
y
i
n
＝
i
a
s
　
k
h
y
i
n
i
　
n
i
e
d
　
I
）
a
r
　
r
a
b
　
t
u
　
b
y
u
i
］
　
n
a
s
妙
法

華
…
に
出
家
而
、
正
法
華
に
以
家
信
出
家
為
道
）
、
　
み
な
沙
弥
（
旨
巴
ゴ
w
昌
自
P
竺
亀
ぬ
o

ts
h
u
l
　
p
h
a
沙
弥
）
と
な
り
、
　
賢
能
・
明
晰
・
聡
敏
・
善
巧
（
」
巨
ヌ
ニ
［
笥
ぐ
墨
ピ
翻

亘
（
”
（
二
旨
く
三
巳
ニ
ニ
一
呂
巨
旨
二
三
㏄
〔
三
駈
竺
ゴ
讐
ρ
＝
ρ
さ
巳
日
〔
）
三
三
三
三
一
宕
g
諸
根
通

利
智
慧
明
了
、
聡
明
智
慧
多
有
二
方
便
i
）
に
し
て
、
多
百
千
の
仏
の
も
と
で
行
を
修
め

無
上
正
等
覚
を
志
願
し
た
（
b
a
h
u
‘
b
u
d
d
h
a
－
S
a
t
a
－
s
a
h
a
s
．
　
r
a
－
c
a
r
i
t
t
p
v
i
n
o
　
’
r
t
h
i
n
a
S

c
＝
三
ε
「
3
，
芦
切
ρ
5
、
a
k
－
s
＾
ξ
言
（
三
二
」
一
ー
」
浮
ω
弓
｝
、
a
d
　
p
a
～
d
o
n
　
d
u
　
g
q
n
e
r
　
p
a

s
te
巳
曾
供
・
養
。
百
千
万
億
諸
仏
　
、
浄
コ
修
梵
行
Y
志
二
阿
○
提
「
為
曾
供
コ
養
億
百
千

仏
7
造
ゴ
立
修
行
一
、
求
二
無
上
正
真
道
一
）
c
ー
V
T
．
，
　
l
、
・
　
I
G
I
，
　
l
．
　
5
－
t
°
　
E
）
；
　
I
’
k
．
，
　
7
Y
a
5
－
7
・
正
蔵

九
・
二
五
a
、
九
一
c
。

　

＠
　
…
か
れ
ら
十
六
の
沙
弥
に
…
か
く
の
如
く
言
っ
た
。
一
…
如
来
応
供
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　

　

　

　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

等
覚
者
は
わ
れ
ら
を
哀
懸
す
る
故
に
無
上
正
等
覚
に
関
し
て
法
を
説
き
た
ま
え

（…
a
n
u
k
．
l
m
p
i
t
　
m
　
u
p
a
’
d
i
t
y
i
！
n
u
t
t
a
r
a
i
p
　
g
．
a
n
i
y
a
k
－
s
a
i
p
b
o
d
l
i
i
n
i
　
1
i
r
a
．
b
］
i
y
a
　
d
h
a
r
－
．

r
n
a
n
i
　
d
e
g
a
y
a
t
i
；
…
t
h
u
g
s
　
b
r
t
g
．
e
　
b
a
l
．
）
i
　
s
l
a
d
　
d
u
　
b
l
a
　
n
a
　
m
c
d
　
p
a
～
I
a
s
　
b
r
t
t

g
．
　
a
∋
s
　
t
e
　
c
h
o
s
　
b
s
｛
’
．
a
n
　
d
u
　
g
s
o
l
．
…
説
二
阿
○
提
法
「
・
：
講
」
演
無
上
正
真
這
誼
二
⊃

そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
ら
も
ま
た
如
来
に
随
っ
て
修
学
す
る
だ
ろ
う
（
t
；
L
t
h
b
g
a
－

t
a
s
y
a
’
　
n
u
S
k
s
c
　
n
i
a
h
i
我
等
聞
已
。
皆
共
修
学
）
、
．
世
尊
よ
、
わ
れ
ら
は
如
来
の
智
見

を
志
願
す
る
も
の
で
あ
る
（
a
r
t
h
i
n
o
　
v
a
．
・
a
i
p
…
t
a
t
h
a
g
a
t
a
－
j
E
’
l
　
i
H
i
　
．
f
t
－
d
a
r
“
．
　
a
n
e
n
a
　
；

～
〉
’
e
　
S
e
s
b
d
a
g
　
c
a
g
　
m
t
h
9
ニ
ン
竺
．
三
乙
一
a
l
　
l
o
我
等
＋
官
願
如
来
知
見
「
願
二
弘
ぷ
、
］

見
一
）
。
　
世
尊
は
実
に
わ
れ
ら
に
、
　
こ
の
義
に
つ
い
て
現
証
す
る
も
の
二
・
・
∋
三

e
ぐ
t
l
r
t
h
e
　
s
a
k
＄
i
n
；
　
d
o
n
　
1
．
）
d
i
　
l
a
…
∋
言
二
∫
三
ゴ
三
〇
で
あ
る
。
…
な
ん
じ
は
一
切

の

衆
生
の

意
楽
を
知
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
ら
の
深
心
を
知
り
た
も
う
合
コ
］
湾

．

・。

ヨ
言
P
ヨ
え
ξ
篇
3
、
。
∋
三
（
ご
・
・
6
奏
民
i
　
b
t
　
a
m
　
p
a
　
〉
，
a
i
h
　
i
n
k
h
｝
，
、
e
T
二
。
深
心
所
レ

念
。
仏
自
証
知
）
」
A
J
O
　
X
・
X
，
T
・
，
　
I
，
．
　
1
6
1
，
　
L
　
9
－
L
　
l
f
）
l
　
I
、
］
，
．
，
　
7
9
i
］
－
］
｛
，
’
．

　
④
　
か
の
…
正
等
覚
者
は
か
れ
ら
沙
弥
の
深
心
を
知
っ
て
（
～
。
（
ゴ
一
ぢ
旨
竺
ヨ

v
i
d
i
t
ぐ
E
；
　
g
s
o
l
　
p
a
　
b
t
a
b
　
p
a
　
m
k
h
y
e
n
　
s
t
c
受
二
～
請
ハ
観
二
諸
沙
門
心
之
本
源
一
）
…

か

の

一
切
の

四
衆
の

た
め
に
菩
薩
へ
の
教
授
に
し
て
諸
仏
の
摂
持
す
る
も
の
で

あ
る
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
と
名
け
る
法
門
を
広
く
顕
説
し
た
も
う
た
（
訪
え
＾
三
？

「

己
e
ξ
〔
言
邑
（
ρ
弓
～
s
a
r
v
a
－
b
u
d
d
h
a
‘
p
a
，
　
r
i
g
r
a
h
a
i
p
　
v
i
s
t
a
r
e
r
．
i
a
．
　
s
a
T
p
p
r
a
k
i
i
s
”
a
y
i
t
－

ヨ
勘
゜
。
p
「
～
「
σ
q
y
a
．
　
c
h
e
r
　
r
a
b
　
t
u
　
1
）
s
t
a
n
　
t
o
説
二
大
乗
経
～
仏
所
護
念
「
説
二
正
法
方
等

経
典
菩
薩
所
行
一
切
仏
護
一
）
。
♂
～
’
T
．
　
p
．
　
1
6
1
，
　
l
．
　
L
t
・
l
．
・
L
　
2
｛
）
；
　
］
’
k
．
　
7
V
l
）
・
1
－
7
°

　
⑤
　
…
そ
の
時
、
十
六
王
子
た
る
沙
弥
は
か
の
世
尊
の
所
説
を
摂
受
し
保
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

し
取
得
し
証
得
し
た
〔
三
≦
碧
≦
｛
つ
三
三
三
p
ヨ
㎡
．
．
　
u
d
g
叶
h
i
t
a
v
：
　
n
t
o
　
d
h
［
i
r
i
t
a
v
a
n
t
a

a
r
i
l
d
h
i
t
a
x
・
’
a
n
i
a
l
．
i
　
p
a
r
y
E
i
p
t
a
v
a
n
t
a
l
．
i
　
；
　
x
　
b
S
a
c
l
…
三
〔
三
切
巴
＼
＼
ピ
N
p
三
「
日
こ
ε
コ

〔

三
）
三
ξ
C
・
・
。
皆
共
雲
行
口
語
通
利
、
聞
”
仏
所
説
悉
共
受
持
。
認
講
講
演
）
。

♂
ノ
、
一
．
・
ニ
ニ
｛
三
二
き
－
7
」
（
言
、
°
L
）
l
　
l
，
k
．
　
7
1
）
1
）
7
．
正
蔵
・
二
五
b
、
F
！
1
　
u
”

　
⑥
　
…
か
の
正
等
覚
老
は
無
上
正
等
覚
に
お
い
て
か
れ
ら
十
六
沙
弥
に
授
記

し
た
も
う
た
（
v
y
t
！
k
a
r
；
　
i
d
　
i
i
n
u
t
t
a
r
a
y
a
r
づ
　
s
a
m
y
a
k
－
s
a
l
i
b
u
d
d
h
a
u
；
　
－
・
－
t
u
　
l
u
i
’
｝

一、
∫

ご
一
コ
言
妙
法
華
に
欠
く
、
正
法
茎
に
其
仏
授
決
。
当
レ
得
二
無
上
正
真
之
道
一
）
．
．
プ
．
］
．
°
、

一・

三
ぷ
s
・
苧
へ
゜
5
i
　
I
，
l
｛
．
　
7
V
l
，
8
－
S
｛
三
゜
正
蔵
・
九
l
ビ
。

　
？
　
：
・
正
等
覚
者
が
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
説
き
た
ま
い
し
時
（
－
L
　
d
h
a
r
m
a
－

pa
r
y自
y
a
l
p
　
1
）
l
）
a
s
a
n
l
h
．
I
l
｛
l
s
．
v
（
a
　
i
“
S
i
l
：
］
L
Y
t
X
Y
．
1
時
、
説
二
是
経
一
□
）
、
か
れ
ら
十
六
沙
弥

も
信
解
し
“
“
．
t
　
（
a
d
h
i
m
u
k
t
a
v
a
n
L
a
s
　
t
e
～
；
　
d
e
　
d
a
g
　
n
i
o
s
　
p
a
r
　
g
）
．
u
r
　
t
o
十
六
菩

薩
沙
弥
悉
信

受
、
…
皆
得
二
本
志
一
）
．
．
し
か
し
多
百
千
億
那
由
他
の
衆
生
が
疑
惑
を

得
た
の
で
“
t
S
　
“
　
j
l
．
．
l
　
（
v
i
c
i
k
i
t
．
s
A
－
p
r
i
l
p
t
a
n
y
　
a
l
．
）
h
i
i
i
v
’
a
n
　
；
　
t
h
e
．
　
t
s
h
o
i
n
　
z
a
　
b
a
r
　
g
y
u
r

t
e
皆
生
二
疑
惑
二
。
ゴ
．
－
一
．
二
二
（
声
s
．
　
5
－
L
　
9
；
　
P
k
．
，
　
8
0
a
l
－
3
．

　
⑧
　
・
：
か
れ
ら
十
六
沙
弥
は
…
如
来
が
静
思
し
た
の
を
知
っ
て
、
各
々
法
座

と
し
て
師
子
座
を
施
設
し
て
そ
れ
ら
に
坐
し
…
如
来
に
南
無
し
Y
’
　
（
t
a
t
h
，
i
g
a
t
－

a

n
i
　
n
，
a
n
i
a
s
－
k
；
t
y
a
チ
ベ
ッ
ト
．
シ
ナ
訳
と
，
も
に
欠
く
）
、
　
こ
の
妙
法
蓮
華
の
法
門

を
八
万
四
千
劫
の
問
、
四
衆
の
た
め
に
広
説
し
た
（
…
v
i
s
t
t
l
1
’
e
I
）
a
～
E
a
l
l
l
）
r
a
k
a
－

£

言
〆
、
p
三
コ
ご
ー
『
O
。
合
c
「
「
三
）
｛
z
一
デ
雰
コ
｛
○
於
三
八
万
四
千
劫
「
為
二
四
部
衆
づ

広
ゴ
説
分
三
別
。
妙
○
経
「
欲
レ
用
コ
敷
漬
ヨ
広
彼
法
誼
一
、
於
二
時
都
会
八
万
四
千
劫
一
分
別
説
レ

窪
）
。
　
こ
こ
に
お
い
て
…
こ
の
沙
弥
な
る
菩
薩
は
六
十
・
六
十
の
恒
沙
に
等
し



い

百
千
億
那

由
他
の
生
類
を
無
上
正
等
覚
に
お
い
て
成
熟
し
勧
発
し
勇
悦
せ
し

め
教
励
し
勧
喜
せ
し
め
趣
入
せ
し
め
た
（
t
a
t
r
a
．
．
．
e
k
E
i
k
a
h
　
g
r
i
v
n
a
i
］
e
r
。
　
b
o
d
h
i
－

拾
ロ
ニ
！
、
o
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省
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－
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三
二
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竺
辰
翻
‘
n
a
d
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v
a
l
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J
k
n
－
s
．
　
a
∋
i
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n
i
　
p
i
’
i
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T
．
i
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〈
o
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1
－
I
）
1
1
　
y
u
t
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“
．
　
［
I
t
a
－

s
a
h
a
．
s
r
E
i
．
i
］
y
　
a
．
n
u
t
t
a
r
i
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．
y
a
－
m
　
s
．
　
a
m
｝
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a
k
－
s
a
n
］
l
）
o
d
b
（
r
t
u
p
　
a
r
i
p
2
a
．
c
i
t
a
v
A
n
　
g
．
　
a
m
i
i
d
i
i
p
i
－
＝

ta
v
a
n
　
s
a
．
n
二
h
a
r
．
s
i
t
a
v
a
r
n
　
s
a
n
i
u
t
t
c
j
i
t
．
a
v
t
l
n
　
s
a
n
i
p
r
a
h
a
r
＄
i
t
a
v
i
t
n
　
a
v
a
．
t
a
r
i
t
’
a
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〆
’
i
l
n
　
；

de
　
n
a
．
．
．
d
g
o
　
t
g
．
h
u
l
　
b
y
a
i
’
i
　
c
h
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熟
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薩
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て
言
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六
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行
を
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仏
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近
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仏
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仏
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仏
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．
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十
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菩
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法
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。
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三
菱
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菩
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縁
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縁
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菩
薩
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発
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付
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仏
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「
か
れ
ら
十
六
の
善
男
子
は
か
の
世
尊
の
教
に
お
い
て
、
こ
の
妙
法
蓮

華
の
法
門
を
何
度
も
顕
説
し
た
の
で
あ
る
。
六
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・
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の
恒
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摩
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菩
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仏
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十
六
沙
弥
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今
皆
得
二
阿
蒋
多
羅
三
貌
三
菩
提
つ
於
ご
十
方
国
土
「
現
在
説
レ
法
有
二
無
量
百
千
万
億
菩
薩

声
聞
ゴ
以
為
二
春
属
「
今
皆
成
二
無
上
正
真
之
道
「
今
悉
現
在
処
二
干
十
方
一
説
レ
法
救
ゴ
護
。
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わ
れ
第
十
六
番
目
の
釈
迦
牟
尼
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け
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も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ベ

如
来
応
供
正
等
覚
者
が
、
ま
さ
に
中
央
に
お
け
る
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
無

上
正
等
覚
を
現
等
覚
し
た
の
“
’
“
S
“
Q
　
（
’
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k
s
a
v
a
h
　
S
a
k
y
a
－
m
u
n
i
r

】

已
∋
ρ
　
　
　
　
　
、
巳
旨
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仇
o
（
H
詠
旬
∋
o
　
　
　
　
犀
巨
巳
く

　
　
　
　
　
於
ご
娑
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、
そ
の
時
、
お
よ
そ
衆
生
な
る
も
の
は
沙
弥
で
あ
っ
た



わ

れ

ら
よ
り
法
を
聴
聞
し
た
の
で
あ
り
、
か
の
世
尊
の
教
に
お
い
て
、
わ
れ
ら

に

よ
っ
て
無
上
正
等
覚
に
勧
発
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
、
（
わ
れ
ら
）
一
一
の
菩
薩

摩
詞
薩
に
は
恒
河
沙
に
等
し
い
多
百
千
億
那
由
他
の
衆
生
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら

は
、
諸
比
丘
よ
、
今
も
ま
た
声
聞
地
に
住
す
る
も
無
上
正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め

ら
れ
る
。
こ
れ
が
か
れ
ら
を
し
て
無
上
正
等
覚
を
現
等
覚
せ
し
め
る
た
め
の
次
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諸
比
丘
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等
為
二
沙
弥
一
時
。
各
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教
ゴ
化
無
量
百
千
万
億
恒
河

沙
等
衆
生
↓
従
レ
我
聞
法
為
二
阿
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羅
1
1
1
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a
三
菩
提
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此
諸
衆
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住
二
声
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者
加
我
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褥
多
羅
三
貌
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菩
提
づ
是
諸
人
等
。
応
下
以
二
是
法
一
漸
入
中
仏
道
い

又
告
二
比
丘
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吾
等
十
六
為
二
沙
弥
一
時
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在
二
彼
仏
世
一
講
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説
経
法
ゴ
衆
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i
x
o
　
1
1

菩
薩
開
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化
無
量
諸
江
河
沙
億
百
千
咳
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発
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無
上
正
真
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今
得
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成
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就
為
菩
薩
道
ゴ

住
二
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聞
地
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。
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当
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進
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上
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最
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何
故
か
と
い
う
に
、
か
く
の
如
く
如
来
智
は
信
解
し
難
い
も
の
だ
か
ら

で

あ
る
。
ま
た
諸
比
丘
よ
、
わ
れ
が
菩
薩
と
し
て
か
の
釈
尊
の
教
に
お
い
て
一

切
智
性
の
法
を
随
聞
せ
し
め
た
無
量
無
数
の
恒
河
沙
に
等
し
い
百
千
億
那
由
他

な
る
と
こ
ろ
の
衆
生
と
は
誰
か
。
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が
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の
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の
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解
。
爾
時
所
レ
化
無
量
恒
河
沙
等
衆
生

老
。
汝
等
諸
比
丘
及
我
滅
度
後
未
来
世
中
声
聞
弟
子
是
也
、
所
以
者
何
。
如
来
之
慧
難
レ

限
難
レ
計
。
不
レ
可
二
逮
及
為
栃
若
レ
此
也
、
又
告
二
比
丘
「
何
所
是
乎
。
吾
為
二
菩
薩
一
時
。

開
ゴ
化
無
量
億
百
千
核
江
河
沙
等
『
聴
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一
者
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来
末
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⑭
ま
た
わ
れ
が
般
浬
葉
（
1
滅
度
）
し
た
未
来
世
に
お
い
て
も
諸
の
声
聞
な

る
も
の
が
あ
っ
て
、
菩
薩
行
を
聴
聞
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
（
か
れ
ら
は
）
〃
わ
れ

ら
は
菩
薩
で
あ
る
”
と
は
随
覚
し
な
い
。
し
か
も
諸
比
丘
よ
、
か
れ
ら
は
み
な

般
浬
葉
の
想
念
を
い
だ
い
て
般
浬
喋
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
諸
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丘
よ
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わ

れ
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諸
他
の
世
界
に

種
々
の
名
称
を
も
っ
て
遊
行
す
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て

か

れ

ら
も
ま
た
受
生
し
て
如
来
智
を
希
求
し
、
そ
こ
に
お
い
て
か
れ
ら
も
ま
た

こ
の
所
作
を
聴
聞
す
る
で
あ
ろ
う
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如
来
の
般
浬
繋
は
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一
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繋
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u
。
R
べ
雪
こ
p
ざ
一
三
。
。
三
v
a
n
　
i
h
a
　
s
a
r
p
n
i
p
f
t
，
　
t
y
a
・
　
b
h
U
t
a
’
r
t
h
a
m

akhya
m
i
　
y
a
t
h
｛
f
i
＄
a
　
d
h
a
r
m
a
l
．
i
　
／
／
　
1
0
5
　
／
／
；
　
g
a
f
i
　
g
i
　
t
s
h
c
　
n
a
　
l
〈
h
y
e
d
　
c
i
．
　
g
　
l
u
g
s

σq

n
a
g
．
　
b
d
ご
r
　
！
f
　
g
n
a
s
　
p
a
r
　
d
g
r
a
　
b
c
o
m
　
t
h
a
m
s
．
　
c
a
d
　
m
t
h
o
i
h
　
n
a
s
　
n
i
　
／
／
　
d
e
　
y
＝
）
o
g

　
t
u
　
t
h
a
m
g
．
　
c
a
（
1
　
h
c
l
i
r
　
b
s
d
u
s
　
t
e
＼
＼
c
h
o
s
　
1
．
i
d
i
　
j
i
　
b
s
h
i
n
　
y
a
i
i
　
d
a
g
　
d
o
n
　
b
S
a
（
d

合
＼
＼
既
知
下
到
二
混
薬
一
皆
得
中
阿
羅
漢
上
　
爾
乃
集
二
大
衆
一
為
説
二
真
実
法
バ
故
勧
助

立

住
二
斯
徳
報
一
偶
察
二
諸
寧
得
レ
至
二
羅
漢
一
汝
等
一
切
皆
棄
二
衆
苦
二
切
衆

会
　
乃
演
ご
斯
“
i
｛
［
1
）
。
　
W
T
．
　
p
．
　
1
7
4
，
　
i
．
　
1
7
－
l
．
　
2
o
；
l
’
k
．
　
8
C
，
a
G
－
7
．
正
蔵
・
二
七
a
、
九
四
b
。

　
　
胸
　
大
仙
が
三
乗
を
説
い
た
の
は
、
諸
導
師
の
善
巧
方
便
で
あ
り
、
た
だ
一

　
　
v

　
　
　
　
　

久
成
の

釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
　
）

乗
の
み
あ
っ
て
第
二
の
も
の
は
な
い
が
、
し
か
し
息
処
の
た
め
に
二
つ
の
乗

は

説
か

れ
た

（＝
で昌
p
ピ
。
z
旨
ξ
ρ
之
一
コ
昌
昌
卸
旨
ヨ
”
ぺ
p
〔
H
∨
雪
o
（
六
恥
。
［
】
こ
［
叶
ρ
）
、
o

r
n
a
h
a
－
r
t
　
I
　
t
’
，
　
e
k
a
r
p
　
h
i
　
y
i
，
　
n
a
i
p
　
n
a
　
d
v
i
t
i
y
a
i
n
　
a
s
t
i
，
　
v
i
g
r
i
i
m
a
r
p
a
r
t
h
a
i
p
　
t
u
　
d
v
i
，

y
“
n
a
　
d
e
S
i
t
i
l
　
L
二
〇
⑰
＼
＼
三
§
〔
竺
三
9
2
］
づ
。
切
江
ピ
。
σ
q
言
σ
q
s
t
t
m
　
b
s
t
a
n
　
p
a
　
／
＼

r
n
a
m
　
h
d
r
e
n
　
r
n
a
m
s
　
k
y
i
　
t
h
a
b
s
　
l
a
　
m
k
h
a
s
　
p
a
　
s
t
o
　
／
／
　
t
h
e
g
　
p
a
　
g
c
i
g
　
s
t
e
　
g
f
i
i
s

f
　
t
l
　
y
o
d
　
n
l
　
．
1
　
y
i
n
　
／
、
＼
b
s
i
’
i
　
b
a
h
i
　
d
o
n
　
d
u
　
t
h
e
g
　
p
a
　
g
f
i
i
s
　
b
s
t
a
n
　
t
o
＼
＼
諸
仏
方
便

力
分
別
説
二
三
乗
［
唯
有
二
仏
乗
一
息
処
故
説
レ
ニ
、
諸
仏
大
聖
善
巧
方
便
講
コ

説
仏
教
一
大
仙
救
護
　
其
乗
有
レ
一
　
未
二
曾
有
豆
二
　
休
コ
息
爾
等
一
故
分
別
説
）
。
≦
↓
．
“

］》
，　
1
7
4
，
　
t
．
　
2
1
－
p
．
　
1
7
5
，
　
t
．
　
1
；
　
1
’
l
c
．
，
　
8
C
）
a
7
－
R
L
．

　
佃
　
諸
比
丘
よ
、
そ
れ
故
に
わ
れ
は
今
や
説
く
、
「
な
ん
じ
ら
は
一
切
智
智

　
v

の

た
め
に
最
勝
・
広
大
な
精
進
を
生
ず
べ
し
、
　
い
ま
ま
で
の
は
決
し
て
浬
桀

gv
’
　
t
）
t
　
．
E
J
い
　
（
t
．
a
t
o
　
v
a
d
i
r
m
i
　
．
a
h
a
m
　
a
d
y
a
　
b
h
i
k
s
a
v
o
，
　
j
a
n
e
t
h
a
　
v
i
r
y
f
t
．
　
i
p
　
p
a
r
a
－

∋
勾
弓
一
一
（
ξ
p
∋
＼
°
・
2
〈
2
冒
p
－
」
ヨ
ゴ
嵩
〉
・
こ
＾
言
コ
p
言
る
ラ
コ
費
習
p
g
巳
「
ぐ
算
一
言
－

c
i　
bh
o
t
i
　
／
／
　
1
0
7
　
f
／
；
　
d
g
e
　
g
．
　
r
o
h
　
d
a
g
　
g
i
　
d
e
　
p
h
i
r
　
d
e
　
r
i
t
’
＝
ノ
9
＼
＼
言
μ
拾
●
∋
σ
q
さ
ω

n
i
　
m
y
a
　
i
！
a
n
　
m
i
　
b
d
a
b
　
s
t
e
　
／
／
　
k
h
y
c
d
　
k
y
i
s
　
t
h
a
m
s
　
c
a
d
　
m
k
h
y
e
n
　
g
y
i
　
y
e
　
S
e
s

3
首
＼
こ
三
§
言
・
曇
言
言
巳
・
3
合
ヨ
苫
・
王
江
肩
頂
言
＼
＼
今
為
・
汝
説
・

実
　
汝
所
レ
得
非
レ
滅
　
為
二
仏
一
切
智
一
当
レ
発
二
大
精
進
「
由
レ
是
教
ゴ
化
　
此
諸
比
丘
一

当
レ
興
二
精
進
　
第
一
英
妙
一
諸
仁
当
レ
志
二
　
一
切
敏
慧
一
菩
薩
典
法
　
無
レ
有
二
滅
度
1
）
O

“
’
T
．
，
　
1
）
．
　
I
7
r
）
，
　
l
．
　
2
－
－
L
　
5
；
　
8
6
n
S
－
，
g
6
I
，
1
．

　
　
　
　
　
　

O
　
行
菩
薩
道
の
根
本
属
性
（
行
菩
薩
道
の
諸
要
素
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
長
行
・
重
頚
の
文
面
の
中
よ
り
’
行
菩
薩
道
と
し
て
根
本
的
属
性
の
度
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝



　

　

　

　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

高
い
内
容
要
素
を
抽
出
し
照
合
せ
し
め
秩
序
化
し
て
、
更
に
邸
i
k
隙
e
F
　
6
ぬ
s
．
k

に
配
列
す
る
と
、
左
の
如
く
で
あ
る
、

　
i
　
長
行
の
①
．
重
頒
の
卿
・
㈱
に
よ
る
と
、
大
通
智
勝
如
来
の
在
家
時
に

お

け
る
諸
子
な
る
十
六
王
子
は
、
梵
天
王
と
共
に
大
通
智
勝
如
来
に
法
を
顕
説

せ
よ
（
三
】
二
「
∋
p
で
「
＾
二
三
恥
3
，
¢
’
e
と
勧
請
（
n
d
三
、
。
吉
二
剖
）
を
な
す
。

　
‥
U
　
①
．
臼
に
よ
る
と
、
大
通
智
勝
如
来
は
多
種
に
法
を
顕
説
し
（
三
巨
？

S
a
t
e
　
d
h
a
r
m
〔
i
　
b
a
h
u
－
p
r
a
k
a
r
a
m
二
二
転
十
二
行
相
の
法
輪
を
転
じ
（
‘
‘
四
諦
を
広

説

し
）
、
縁
起
〔
　
十
二
因
縁
法
）
の
流
転
・
還
滅
を
広
説
す
る
（
ー
1
切
の
存
在
は

縁

り
て
起
れ
る
・
も
の
で
あ
る
と
顕
説
す
る
）
。

　
苗
　
②
．
倒
に
よ
る
と
、
十
六
王
子
は
信
（
ご
p
（
一
（
；
勃
）
を
も
っ
て
出
家
し
沙

弥
と
な
っ
て
多
仏
の
も
と
で
行
を
修
め
（
奏
・
一
盲
く
｛
三
無
上
正
等
覚
を
志
願
す
る

（Ei
i’

t
h
i
n
．
．
．
　
a
n
u
t
t
a
r
．
r
i
y
i
l
l
J
　
s
a
．
n
i
y
a
k
－
s
a
i
p
b
o
d
h
o
h
）
。

　
鈍
　
す
な
わ
ち
⑤
．
㈹
に
よ
る
と
、
如
来
に
随
っ
て
修
学
（
・
妾
〒
ぺ
竺
色
し

如
来
の
智
見
を
志
願
す
る
（
a
r
t
h
i
n
　
t
．
a
t
l
i
i
g
a
．
t
a
－
j
f
i
2
i
n
a
－
d
a
r
S
a
n
e
J
u
z
）
と
い
う
深

t
4］

　
（
a
d
l
i
y
a
l
t
y
a
）
を
も
っ
て
、
如
来
に
「
無
上
正
等
覚
に
関
し
て
法
を
説
き
た

ま
え
（
門
三
三
P
（
1
1
’
a
l
p
　
s
c
f
t
n
l
y
a
k
－
s
．
1
T
p
b
o
d
h
i
q
i
　
a
r
a
b
h
y
a
　
d
h
a
r
m
a
r
p
　
d
e
S
a
y
a
t
t
u
＝

無
上
の
法
を

顕
説
し
た
ま
え
p
r
a
k
a
g
a
y
5
．
．
．
　
a
g
r
a
－
d
h
a
r
m
a
r
n
）
」
と
請
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
V
　
（
旦
に
よ
る
と
、
如
来
は
沙
弥
の
深
心
（
ρ
（
ゴ
三
篇
昌
p
）
を
知
っ
て
、
菩
薩

へ
の

教
授
に

し
て
諸
仏
の
摂
持
す
る
も
の
で
あ
る
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
と
名
け

る
法
門
（
大
乗
経
．
名
妙
法
蓮
華
・
教
菩
薩
法
・
仏
所
護
念
）
を
広
く
顕
説
す
る
（
・
r

S
t
（
l
r
c
l
．
l
a
　
［
．
f
t
l
l
l
－
l
）
1
’
a
－
ペ
k
a
g
－
a
．
y
a
）
。

　
す
な
わ
ち
棚
．
問
・
働
に
よ
る
と
、
如
来
は
讐
楡
（
合
頓
富
三
ρ
）
を
も
っ
て
②

最
上
な
る
無
上
の
菩
提
（
三
言
∋
p
完
「
P
プ
。
（
こ
ご
を
説
き
、
賢
明
な
る
菩
薩
が

行
ず
る
た
め
に
③
真
実
の
L
l
　
i
e
d
］
H
．
し
　
（
b
h
U
t
，
i
n
i
　
c
a
r
i
r
p
　
d
a
i
’
S
a
y
i
…
y
a
t
h
i
　
c
a
＝
t

r
a
n
t
o
　
v
i
d
u
，
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
t
i
h
）
、
多
種
の
偏
頚
を
も
っ
て
①
大
方
等
の
経
（
く
巳
」
）
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ly
a
，
s
［
l
　
t
r
　
，
z
　
）
な
る
こ
の
妙
法
蓮
華
を
説
く
。

＊
　
6
3
な
い
し
的
偶
に
よ
る
と
、
（
」
に
経
（
竺
ご
p
）
、
＠
は
寂
静
に
し
て
無
漏
な
る

仏
智
合
已
（
一
三
】
ρ
言
留
昌
ρ
）
、
③
は
善
逝
の
教
（
°
。
仁
σ
。
纂
●
む
。
）
ぷ
旨
松
】
昌
）
と
あ
り
・

　
こ
れ
に
順
次
に
教
法
・
証
法
・
修
行
法
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
か
法
の
三
掛
で
あ

○

　
、
判
　
⑤
に
よ
る
と
、
十
六
沙
弥
は
世
尊
の
所
説
を
摂
持
し
保
持
し
取
得
し
証

得
す
る
（
b
h
a
g
a
N
、
a
t
o
　
b
h
a
s
i
t
a
i
p
　
．
．
．
　
u
c
l
－
・
／
g
r
a
h
　
V
d
h
y
　
a
－
y
／
r
a
d
h
　
p
a
r
y
－
〆
／
t
l
p
）
、

す
な
わ
ち
⑦
に
よ
る
と
、
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
信
解
（
a
d
h
i
－
V
m
u
c
信
受
）
す
る
。

　
揃

　
⑥
に
よ
る
と
、
如
来
は
十
六
沙
弥
に
無
上
正
等
覚
に
お
い
て
授
記
す
る

（
v
y
巴
k
a
r
＄
i
d
　
a
n
u
t
t
a
r
a
y
a
r
r
i
　
s
a
m
y
a
k
－
s
a
q
i
b
o
d
h
a
u
）
O



　
前

　
⑧
・
鍋
に
よ
る
と
、
如
来
に
南
無
し
X
Y
　
（
t
a
t
h
i
i
g
a
t
i
t
　
i
p
　
n
a
m
a
s
－
k
；
－
t
y
a
）
、

こ
の
妙
法
蓮
華
の
±
．
l
r
l
門
　
（
s
a
d
d
h
a
r
i
n
a
－
p
u
i
］
｛
．
I
a
r
i
k
a
　
d
h
a
r
n
）
a
－
p
a
r
y
a
’
y
a
）
を
四
衆

の

た
め
に
広
説
（
二
江
自
呂
p
…
8
ヨ
ー
一
）
日
－
≦
＾
寡
）
し
て
聞
か
し
め
、
六
百
万
億

那

由
他
恒
河
沙
に
等
し
い
生
類
を
無
上
正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め
る
、
（
す
な
わ

ち
）
勧
発
し
勇
悦
せ
し
め
教
励
し
歓
喜
せ
し
め
趣
入
せ
し
f
S
｝
　
（
a
n
u
t
t
t
　
r
a
y
a
q
i

s
a
m
y
a
k
－
：
a
q
i
b
o
d
l
］
a
u
　
p
a
r
i
－
y
i
p
a
c
　
s
a
ヨ
‘
a
－
，
v
／
d
a
－
p
a
y
a
　
s
a
r
p
－
y
f
k
T
g
　
s
a
n
i
－
u
t
－
v
’
t
i
j

s
a，

　

m
－
p
r
a
－
v
／
k
r
＄
　
a
v
a
－
v
’
t
r
）
て
引
導
す
る
（
ぐ
一
ぺ
三
。

　
⑤
に
よ
る
と
、
希
有
・
未
曾
有
を
得
、
般
若
を
具
え
、
諸
仏
に
近
侍
し
行
を

修
め
（
c
i
r
l
］
a
－
c
a
r
i
t
a
）
仏
智
に
近
侍
し
（
げ
u
d
d
h
a
－
j
f
i
a
n
a
－
p
a
r
y
＝
p
a
s
i
k
a
）
仏
智

を
受
持
し
（
－
P
l
，
p
二
鷺
芦
p
言
）
仏
智
に
趣
入
し
（
已
三
二
巳
芽
p
△
せ
し
め
）
仏
智

を
顕
示
す
る
（
－
u
・
（
ご
芸
言
詠
ロ
岸
ρ
）
。

　
⑬
に
よ
る
と
、
沙
弥
な
る
菩
薩
摩
詞
薩
ば
世
尊
の
教
に
お
い
て
妙
法
蓮
華
の

法
門
を
何
度
も
顕
説
し
〔
で
ξ
昌
壱
已
コ
昌
巴
ヨ
ー
℃
「
勾
－
ペ
ォ
詠
）
、
六
百
万
億
那
由
他

恒
河
沙
に
等
し
い
衆
生
を
菩
提
へ
と
勧
発
せ
し
め
　
（
b
o
d
h
a
y
a
　
s
a
m
－
a
－
－
V
d
．
i
－
p
a
－
＝

Y
　
c
l
）
出
家
三
ξ
－
肩
p
＜
ぐ
r
a
j
）
せ
し
め
随
観
（
ρ
巨
－
ペ
七
詠
）
せ
し
め
聞
法
（
合
旬
丁

】

三
p
∋
ぺ
い
三
）
せ
し
め
る
。

　
⑪
に
よ
る
と
、
世
尊
の
教
に
お
い
て
（
三
5
σ
・
辞
く
巴
各
旨
ξ
さ
）
沙
弥
な
る
法

師
（
口
「
〇
三
（
三
；
二
；
（
ξ
】
当
ρ
－
三
巨
〕
P
言
ε
と
な
る
。

　
．
t
1
　
S
に
よ
る
と
、
十
六
子
は
広
大
・
殊
勝
な
る
行
を
行
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

c

a
i
’
y
a
r
p
　
v
i
p
u
l
i
c
　
i
l
l
　
v
i
S
i
s
．
t
［
i
ヨ
具
足
行
二
仏
道
一
）
十
方
に
成
仏
す
る
。

　

　

　

　

久

成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
ろ
菩
薩
行
（
r
s
v
　
Q
　
1
　
）
　
（
伊
藤
）

（c
a
c
　
r
i
t
v
a

　
⑪
に
よ
る
と
、
わ
れ
が
十
六
番
目
の
釈
迦
牟
尼
と
名
け
る
如
来
は
中
央
の
こ

の
娑
婆
世
界
に

て

無
上
正
等
覚
を
現
等
覚
す
る
（
ω
。
。
さ
己
。
。
p
罫
苫
目
ざ
言
－
（
夢
翠

ta
v
　
a
n
u
t
t
a
r
a
r
p
　
s
a
T
n
y
a
k
‘
s
a
i
p
b
o
d
h
i
n
i
　
a
b
h
i
－
s
a
q
i
－
V
b
u
d
h
）
U

　

x
⑫
・
㊥
・
仰
・
班
に
よ
る
と
、
衆
生
は
菩
薩
と
し
て
の
わ
れ
よ
り
、
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

去
（
苫
「
〈
e
に
一
切
智
性
の
法
を
随
聞
せ
し
E
i
〉
ら
れ
　
（
s
a
r
v
a
j
f
i
a
．
t
．
i
－
c
l
h
a
r
m
a
m

a
n
u
g
r
a
v
i
t
a
n
i
）
聞
法
し
世
尊
の
教
に
お
い
て
無
上
正
等
覚
に
勧
発
せ
し
め
ら
れ

（bha
ga
ヂ
a
t
a
b
　
S
a
s
a
n
。
．
．
．
s
a
m
i
l
d
2
1
p
i
t
a
’
　
n
y
　
a
n
u
t
t
a
r
a
y
a
n
i
s
　
a
m
y
a
k
－
s
a
r
p
b
o
d
h
a
u
）
、

今
日
も
ま
た
声
聞
地
に
住
す
る
も
、
こ
こ
で
も
方
便
を
も
っ
て
（
三
）
留
∨
δ
三
ぎ
）

無
上
の

菩
提
（
a
g
r
a
－
b
o
d
h
i
）
に
導
（
へ
三
）
か
れ
、
阿
羅
漢
と
な
れ
る
と
き
、

こ
の
法
の
ま
ま
に
真
実
義
i
E
l
）
　
“
S
か
　
s
t
　
（
b
h
U
t
a
r
t
h
a
r
n
　
a
－
V
k
h
y
a
　
y
a
t
h
a
！
＄
a
　
d
h
a
－

．

日
昌
説
二
真
実
法
一
）
、
菩
薩
L
V
－
E
Y
）
g
e
w
s
　
（
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
a
r
p
　
V
g
r
u
）
せ
し
め

ら
れ
、
無
上
正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め
ら
s
3
　
“
Q
　
（
p
a
r
i
p
a
c
y
a
n
t
a
　
e
v
a
n
u
t
t
a
r
a
y
a
r
p

s
a

m
y
a
k
－
s
a
r
p
b
o
d
h
a
u
）
O
わ
れ
釈
迦
尼
牟
仏
は
諸
他
の
世
界
に
諸
種
の
名
称
を

も
っ
て
遊
行
す
る
（
ρ
】
5
∋
p
ζ
富
こ
。
冨
－
合
鷲
后
已
§
∨
9
受
p
障
日
∋
p
－
合
。
る
片

v
i
k
a
r
a
m
i
）
が
、
自
ら
を
菩
薩
な
り
と
随
覚
し
な
い
衆
生
も
ま
た
、
そ
こ
に
受

生

し
て
如
来
智
を
希
求
し
、
こ
の
所
作
（
ー
諸
如
来
の
般
浬
薬
が
唯
一
で
あ
る
と
い

う
こ
と
“
’
是
経
）
を
聴
聞
す
る
で
あ
ろ
う
（
9
ご
p
…
u
t
p
a
t
s
y
a
t
e
　
t
a
t
h
a
－
g
a
t
a
－
j
f
i
E
－
：

】
言
ヨ
】
）
茸
〉
、
・
留
ヨ
勾
コ
2
～
ご
p
．
．
．
e
t
a
t
r
p
　
k
r
i
y
5
r
p
　
g
r
o
s
y
a
n
t
i
於
二
彼
土
i
求
二
仏
智

慧
一
得
レ
聞
二
是
経
一
）
。
　
こ
れ
が
衆
生
を
し
て
無
上
正
等
覚
を
現
等
覚
せ
し
め
る
た

　
　
　
　
も
　
　
ゼ

め
の
次
（
H
V
i
R
　
（
a
T
n
u
p
i
i
r
＜
y
　
a
n
u
t
t
a
r
i
　
y
5
1
．
i
　
s
i
c
　
m
y
a
k
－
s
a
r
p
b
o
d
h
e
r
　
a
b
h
i
s
a
m
b
o
d
h
a
L
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



日
る
）

　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

で
あ
る
。

　
．
M
　
9
に
よ
る
と
、
何
故
か
と
い
う
に
、
如
来
智
は
信
解
し
難
い
も
の
だ
か

k
g
s
g
－
“
（
S
x
y
〈
）
　
（
d
u
r
a
d
h
i
m
o
c
y
a
i
p
　
h
i
…
t
a
t
h
i
t
g
a
t
a
－
j
i
u
’
t
n
a
m
）
O

　
◎
・
⑰
・
価
に
よ
る
と
、
息
処
（
三
⑳
品
∋
p
O
ρ
）
の
た
め
に
二
つ
の
乗
は
説
か

れ
た
の
で
あ
る
。
説
法
を
成
ず
る
た
め
の
も
の
（
匹
プ
a
r
m
a
－
（
一
⑦
●
P
コ
勃
》
げ
h
i
T
）
i
r
プ
卿
「
但
）
、

三
乗
を
顕
説
す
る
（
t
r
i
r
p
i
　
y
［
t
n
i
，
　
n
i
　
s
a
r
p
p
r
a
k
a
“
．
　
a
y
a
n
t
i
）
こ
と
が
、
諸
如
来
の
善

巧
方
便
（
［
ρ
二
義
湾
藝
嵩
∋
…
u
p
a
y
a
－
k
a
u
g
a
l
y
a
）
で
あ
る
。

　
⑯
・
加
に
よ
る
と
、
諸
比
丘
よ
、
汝
等
は
如
来
智
を
観
察
し
伺
察
せ
よ
（
午
？

　
　
　
v

t
h
t
－
l
．
g
a
t
a
－
j
i
l
［
l
n
．
l
r
r
l
　
v
y
a
v
a
l
o
k
a
y
a
d
h
v
a
r
p
　
．
．
°
v
y
a
＜
a
c
　
a
’
　
r
a
y
a
d
h
v
a
　
r
p
　
）
、
一
切
智
智

の
た

め
に
最
勝
・
広
大
な
精
進
者
を
起
す
べ
し
（
さ
弓
；
p
5
蔓
p
巴
℃
p
「
但
∋
p
ヨ

u
dar
a
T
n
）
O

　
（
1
）
　
拙
論
「
華
厳
思
想
と
法
華
思
想
」
（
、
法
華
縫
の
思
想
と
苓
盤
自
所
収
二
六
七
頁
）
参
照
。

日
　
行
菩
薩
道
の
基
本
構
造

次
に

以
上

を
行
菩
薩
道
と
は
何
か
と
い
う
観
点
よ
り
要
約
的
に
整
理
し
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

つ
問

題
点

を
追
究
し
て
、
そ
の
基
本
構
造
を
判
明
な
ら
し
め
よ
う
。

　
1
　
釈
迦
牟
尼
と
名
け
る
如
来
の
娑
婆
世
界
で
無
上
正
等
覚
を
現
等
覚
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
め
の
菩
薩
行
（
言
き
ア
p
t
t
＜
p
‘
c
a
，
　
r
｝
・
、
旬
）
は
、
K
に
よ
る
と
、
広
大
．
殊
勝
な
る

ゼLV
　
（
c
a
r
y
a
　
v
i
p
u
1
2
i
ぐ
芭
薯
但
）
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
称
の
用
語
を
鳩
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぶ
　
も

羅
什
の

妙
法

華
が
行
仏
道
と
シ
ナ
訳
し
て
如
来
寿
量
品
で
の
本
行
菩
薩
道
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

う
訳
語
と
対
照
せ
し
め
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
仏
道
と
は
仏
に
な
る
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

と
し
て
菩
薩
の
行
ず
る
所
の
道
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
は
ま
た
V
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ

よ
る
と
、
賢
明
な
る
菩
薩
が
行
ず
る
た
め
の
真
実
の
行
（
工
言
巨
。
p
叶
一
…
y
a
t
h
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ゼ
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
ゼ

c
a
r
a
n
to
　

v
i
d
u
－
b
o
d
h
i
s
．
　
a
t
t
v
L
i
　
h
　
＋
u
t
実
法
菩
薩
所
行
道
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
へ

　

こ
の
中
、
殊
勝
な
る
行
（
8
蔓
翻
…
＜
芭
。
富
）
と
い
う
成
語
の
語
義
が
、
従
地

諦
出
品
で
大
地
よ
り
出
現
す
る
六
万
恒
河
沙
に
等
し
い
菩
薩
衆
の
上
首
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

四

菩
薩
の
第
一
で
あ
る
菩
薩
の
名
称
、
上
行
（
三
■
冨
，
9
三
日
殊
勝
な
る
行
）
と

い

う
成
語
の
語
義
に
等
し
く
密
接
に
観
念
連
合
す
る
。
こ
の
事
実
は
上
行
と
い

う
菩
薩
名
が
釈
尊
の
菩
薩
行
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

H
　
こ
の
広
大
・
殊
勝
な
る
（
菩
薩
）
行
の
前
提
は
、
i
・
亘
に
よ
る
と
、

如
来
に

法
の

顕
説

を
勧
請
し
て
、
多
種
の
法
の
顕
説
、
四
諦
・
十
二
因
縁
の
広

説
を
聴
聞
し
、
m
に
よ
る
と
、
信
（
巳
p
・
一
・
＝
・
こ
を
も
っ
て
出
家
し
（
沙
弥
と
な

っ

）
て

行
を
修
め
、
無
上
正
等
覚
を
志
願
す
る
（
雲
こ
・
三
…
a
n
u
t
t
a
r
a
y
a
’
h
　
s
a
－

r
n
y
a
k
－
s
a
i
p
b
o
〔
l
h
o
b
）
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
e
　
行
菩
薩
道
の
条
件
は
、
”
”
”
に
よ
る
と
、
如
来
に
随
っ
て
修
学
へ
a
n
u
－
V
S
i
k
．
s
）

し
如
来
の
智
見
を
志
願
す
る
（
t
a
t
l
i
；
’
i
g
a
．
t
，
a
－
j
i
’
i
A
．
n
a
－
d
a
r
S
a
n
e
n
，
1
　
a
r
t
h
i
n
）
と
い
う

深
心

套
二
壱
鰍
。
ロ
三
を
も
っ
て
如
来
に
、
［
無
上
正
等
覚
に
関
し
て
無
上
の
法

（a
gr
a
－
d
h
a
r
i
n
a
）
を
顕
説
し
た
ま
え
」
と
勧
請
し
、
V
に
よ
る
と
、
如
来
が
妙
法



蓮

華
経
と
名
け
る
法
門
を
広
く
顕
説
す
る

　
　
　
て
　
　
へ

の

を
聴
聞
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
！
，
i
s
t
a
r
e
r
p
a
　
s
a
r
p
－
p
r
a
－
V
k
5
S
－
a
y
a
r
）

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　

z
　
行
菩
薩
道
の
内
容
は
、
先
ず
．
U
に
よ
る
と
、
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
信
解

す
る
（
a
d
h
i
－
x
＼
［
n
u
c
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
世
尊
の
所
説
を
摂
持
・
保
持
．
取
得
．

証
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
め

　

こ
の
中
、
世
尊
の
所
説
〔
［
・
言
菩
p
）
で
あ
る
妙
法
蓮
華
の
法
門
？
ρ
・
三
プ
駕
∋
P

pu
oda
r
i
k
i
c
　
d
h
a
r
m
a
－
p
a
r
y
a
“
y
a
）
と
は
、
具
体
的
に
は
V
に
よ
る
と
、
「
最
上
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
へ

る
無
上
の
菩
提
」
を
説
き
「
菩
薩
が
行
ず
る
た
め
の
真
実
の
行
」
を
示
し
「
大

方
等
の

経
」
な
る
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
か
ら
、
巳
に
明
証
し
た
如
く
、
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

法
・
修
行
法
・
教
法
の
、
い
わ
ゆ
る
妙
法
の
三
義
を
所
具
と
し
て
総
持
す
る
も

への

で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
へ
　
　
う

　
ま
た
そ
れ
を
主
体
的
対
象
と
す
る
精
神
作
用
で
あ
る
信
解
（
p
d
l
l
i
－
V
∋
U
C
）
は
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ら

妙
法

華
に
は
信
受
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
，
一
摂
持
な
い
し
証
得
す
る
」
は
受
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．

風

諦
・
通
利
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
信
解
し
受
持
す
る
（
昆
－

V
g
r
a
h
，
　
V
c
l
h
r
）
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
る
と
も
、
ま
た
信
解
は
摂
持
な
い

し
証
得
9
。
蔓
－
ペ
書
）
を
別
相
（
u
p
a
n
g
q
p
）
と
す
る
、
そ
の
総
相
三
旙
ρ
）
で
あ

る
と
も
、
推
求
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
妙
法
華
が
a
d
h
i
－
　
V
m
u
c
を
信
解
の
外

　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
信
受
の
訳
語
を
も
っ
て
し
た
の
は
、
別
相
の
特
質
を
含
意
せ
し
め
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

久
成
の

釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　

V
　
油
に
よ
る
と
、
こ
の
法
門
に
対
す
る
信
・
受
の
段
階
で
、
そ
の
信
・
受

す
る
も
の
は
如
来
に
よ
っ
て
無
上
正
等
覚
に
つ
い
て
授
記
さ
れ
る
。
故
に
信
解

．

受
持

は
授
記
作
仏
の
根
木
条
件
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
妙
法
蓮
華
に

欠
く
が
、
正
法
華
に
は
其
仏
授
村
決
当
レ
得
中
無
上
正
真
之
道
上
と
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　

M
　
そ
の
信
・
受
は
、
次
に
通
に
よ
る
と
、
如
来
に
南
無
し
V
i
　
（
t
a
t
h
5
g
a
t
a
r
p

n
a
n
i
a
g
．
　
－
v
’
k
r
－
t
〉
．
a
）
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
四
衆
の
た
め
に
広
説
す
る
（
≦
工
日
。
自

…
8
ヨ
ー
三
守
～
6
ど
こ
と
へ
と
進
展
す
る
．
．
こ
の
中
、
「
如
来
に
南
無
し
て
」
と

い

う
語
句
は
シ
ナ
訳
の
妙
・
正
に
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
欠
く
。
要
す
る
に
、
こ

れ
は

「
法
門
に

対
す
る
信
受
」
が
「
如
来
に
対
す
る
南
無
」
と
換
言
し
て
示
さ

れ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
別

言
す
る
と
、
（
十
六
沙
弥
は
）
世
尊
の
教
に
お
い
て
（
三
邑
σ
q
p
く
己
昌
翁
c
・
p
宕
）

ヘ

　
　
パ

法
師
（
＾
二
5
「
∋
。
－
三
・
曾
莫
ρ
）
と
な
る
の
で
あ
り
、
菩
薩
摩
詞
薩
と
し
V
／
　
（
b
o
d
h
i
＝

g
．
　
a
t
t
v
e
n
a
　
m
a
l
u
l
s
i
，
　
t
t
v
2
n
a
）
世
尊
の
教
に
お
い
て
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
何
度
も

顕
説
す
る
（
p
u
n
a
b
－
p
u
n
a
h
　
s
a
i
p
－
p
r
a
－
V
k
f
t
S
）
　
Q
で
あ
る
D

　
そ
れ
は
自
行
と
し
て
は
、
（
希
有
・
未
曾
有
を
得
て
）
般
若
を
具
え
へ
三
己
コ
㌣

ノ
．
己
智
珪
明
了
）
諸
仏
に
近
侍
し
（
行
を
修
め
6
一
日
p
，
。
p
「
一
ご
常
コ
修
梵
行
一
）
仏
智

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
へ

に

近
侍
し
仏
智
を
受
持
し
合
已
・
三
ぎ
‘
j
f
i
a
－
n
a
－
p
r
a
t
i
g
r
h
h
a
k
a
受
ユ
持
仏
智
一
）
仏
智

に

趣
入

し
仏
智
を
顕
示
す
る
も
の
（
－
ぱ
p
弓
（
ξ
拾
呉
ど
と
な
り
、
化
他
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

衆
生
を
し
て
菩
提
へ
と
勧
発
せ
し
E
i
｝
　
（
b
o
d
h
t
i
y
a
　
s
a
m
‘
t
i
－
v
’
d
a
－
p
a
y
a
－
）
　
（
て
出

家
・
随
観
・
開
信
せ
し
め
、
ま
た
は
勇
悦
せ
し
め
教
励
し
歓
喜
せ
し
め
趣
入
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
カ

し
め
）
引
導
（
≦
ぺ
巳
）
し
て
、
無
上
正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め
“
（
）
　
（
－
s
a
n
i
b
o
d
h
a
u

p
a
r
i
－
V
p
a
c
）
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

　

こ
の
中
、
自
行
の
方
面
は
妙
法
華
に
は
…
受
ゴ
持
仏
智
一
開
ゴ
示
衆
生
一
令
レ
入
二

其
中
一
と
あ
っ
て
、
b
u
d
d
h
a
－
j
n
d
n
a
－
p
r
a
t
i
g
r
a
7
h
a
k
a
が
重
視
さ
れ
、
化
他
の

方
面
は
…
示
教
利
喜
令
レ
発
二
阿
…
菩
提
心
一
A
J
．
i
（
｝
っ
て
、
　
s
a
m
－
a
－
V
d
a
－
p
a
y
a
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ゼ

が
発
菩
提
心

（bo
d
h
i
－
c
i
t
t
o
t
p
i
．
　
d
a
）
の
勧
発
を
示
す
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て

い
　
“
Q
O
　
s
a
m
－
a
－
　
V
d
a
－
p
a
y
a
は
「
与
え
し
め
る
、
取
ら
し
め
る
」
を
原
意
と
す

る
か
ら
、
種
・
熟
・
脱
の
三
益
で
は
下
種
益
の
義
に
相
当
す
る
。
か
V
て
自

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
も

行

と
し
て
仏
智
の
受
持
と
化
他
と
し
て
仏
智
の
勧
助
発
起
（
ー
勧
化
引
発
、
す
な

わ
ち
仏
種
の
下
種
に
相
当
す
る
）
、
こ
れ
が
菩
薩
摩
詞
薩
・
法
師
の
根
本
と
な
る
徳

用
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

　
W
　
か
v
し
て
江
に
よ
る
と
、
以
上
の
行
二
仏
道
ス
8
「
嵩
…
i
v
’
i
p
u
l
a
　
v
i
S
i
s
t
i
i
）

＝
行
菩
薩
道
を
具
足
す
る
（
く
8
・
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い

て
成
正
覚
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
行
菩
薩
道
を
因
行
と
見
る
と
、
成
正
覚

は
そ
の
果
徳
で
あ
る
。

　
珊

　

X
・
．
M
に
よ
る
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
菩
薩
と
し
て
過
去
に
一
切
智
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
へ

法
を
随
聞
（
。
。
自
ぐ
ζ
旨
夢
‘
d
h
a
r
T
n
a
i
n
　
，
i
n
u
－
ペ
S
i
’
u
）
せ
し
め
勧
発
せ
し
め
、
こ
の

娑
婆
世
界
に
お
い
て
今
日
な
お
声
聞
地
に
住
す
る
と
こ
ろ
の
衆
生
を
、
善
巧
方

便
（
－
三
乗
を
顕
説
す
る
こ
と
）
を
も
っ
て
導
い
て
阿
羅
漢
と
な
せ
る
と
き
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ハ

法
の

ま
ま
に
真
実
の
義
（
真
実
法
）
を
説
い
て
（
ご
巨
9
己
旨
∋
㌣
≦
合
嵩
ぺ
P

巨
鋤
溜
・
二
旨
ご
s
ご
巳
H
。
°
。
乞
二
一
言
喜
・
∨
昌
（
l
a
g
　
d
o
n
　
p
a
r
　
b
S
a
d
　
d
o
）
、
無
上

　
　
　
　
　
も
　
　
へ

正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め
る
（
p
a
r
i
p
a
－
c
y
a
n
t
a
　
e
子
旨
戸
こ
ρ
轟
嵩
ヨ
松
ヨ
∨
書
φ
ρ
弓
げ
o
‖

dha
u
）
O
そ
れ
で
も
な
お
（
自
ら
を
）
菩
薩
な
り
と
随
覚
し
え
な
い
衆
生
は
、
こ

れ

を
他
の
世
界
に
受
生
せ
し
め
て
如
来
智
を
希
求
せ
し
め
、
こ
の
所
作
（
是
経
）

を
聴
聞
せ
し
め
る
．
。
こ
れ
が
衆
生
を
し
て
成
正
覚
せ
し
め
る
た
め
の
次
第
（
ρ
〒

u
par
v
y
…
a
b
h
i
s
a
T
p
b
o
d
h
a
n
i
，
　
y
a
）
で
あ
る
。

　

こ
の
中
、
こ
の
法
（
○
ω
将
　
（
l
h
a
叶
n
i
a
）
と
は
S
a
d
d
h
a
r
m
a
な
い
し
　
S
a
d
d
h
a
＝
＝

r
m
a
－
p
u
r
p
d
a
r
i
k
a
　
d
h
a
r
m
a
－
p
a
r
y
a
y
a
を
指
称
し
、
真
実
の
義
（
b
h
u
t
助
r
t
h
a
）

と
は
妙
法
な
い
し
妙
法
蓮
華
の
法
門
の
含
意
す
る
真
実
義
を
表
示
す
る
。

　

し
か
ら
ば
b
h
a
t
，
i
r
t
h
a
　
Q
厳
密
な
る
意
味
は
如
何
と
い
う
に
、
如
来
神
力

品
の
第
一
二
偏
に
同
語
が
強
調
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
同
義
と

見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
偏
は
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
　
（
随
宜
所
説
意
趣
）
の
釈
名

（

n
i
r
u
k
t
i
－
語
義
解
釈
）
を
含
む
。
げ
】
首
↑
ぼ
［
｝
5
の
意
義
を
明
瞭
た
ら
し
め
る
べ

く
、
同
偏
の
文
面
内
容
を
再
構
成
す
る
と
、
［
彼
は
諸
導
師
の
随
宜
所
説
（
㏄
㌣

rp
dha
y
a
　
y
a
i
p
　
b
h
i
t
s
i
t
u
）
　
g
意
趣
（
s
a
m
d
h
勘
）
で
あ
る
、
諸
経
の
ρ
o
已
ω
ρ
日
巳
巨

（
因
縁
・
次
第
・
所
帰
）
す
な
わ
ち
諸
経
の
真
実
の
義
p
t
　
（
s
t
f
i
t
r
a
p
a
…
b
h
a
t
a
m

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

a
r
t
h
a
m
）
　
｛
G
に
知
る
」
と
要
約
で
き
る
。
そ
し
て
随
宜
所
説
の
意
趣
で
あ
る
真

実
義
（
三
〉
三
ρ
2
三
ρ
）
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
1
つ
に
は
（
方
便
品
で
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

れ

る
）
声
聞
が
菩
薩
と
な
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
を
可
能
せ
し
め
る
聞
信
の
主
体

的
対
象
と
な
る
　
乗
（
め
言
己
昌
ρ
）
た
る
S
a
d
d
h
a
r
m
a
で
あ
り
、
I
つ
に
は



（
寿
量
品
・
分
別
功
徳
品
で
示
さ
れ
る
）
善
男
子
・
善
女
人
・
菩
薩
が
成
仏
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ひ

る
こ
と
を
可
能
せ
し
め
る
識
別
・
信
解
の
主
体
的
対
象
と
な
る
如
来
の
寿
命
無

量
〔
州
三
齢
ユ
】
三
［
．
喘
5
吐
日
ヨ
袖
三
白
）
で
あ
っ
て
、
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
G
含
意
す
る
一
乗

・

久

成

を
指
称
す
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
、
已
に
言
及
し
た
と
こ

　
　
　
（
2
）

ろ
で
あ
る
。
し
か
も
同
侶
に
よ
る
と
、
般
若
の
発
動
を
も
っ
て
「
e
言
二
ρ
p
三
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
へ

を
常
に
知
る
（
委
一
二
）
「
ど
p
三
［
ご
」
の
は
、
有
智
な
る
上
行
等
の
菩
薩
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

ら
、
こ
の
h
g
　
b
h
u
t
t
l
r
t
h
a
を
媒
介
と
し
て
化
城
喩
品
が
－
L
l
〈
P
　
（
v
i
S
i
＄
1
a
－
e
，
i
r
i
－
d

tr
a
．
）
　
！
1
連
絡
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
要
す
る
1
7
」
、
釈
尊
の
随
宜
所
説
の
意
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た

た
る
真
実
義
を
般
若
を
も
っ
て
常
に
知
る
の
は
、
上
行
等
の
菩
薩
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ま
た
衆
生
を
し
て
成
正
覚
せ
し
め
る
た
め
の
k
g
v
a
　
（
a
n
u
p
t
i
r
＜
i
）
と
は
、
勧
発

　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
ゼ

↓
成
熟
、
そ
し
て
成
正
覚
す
な
わ
ち
解
脱
の
順
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
か
ら
、
く

し
く
も
種
’
熟
・
脱
の
三
益
に
照
合
す
る
。

　
K
　
．
M
に
よ
る
と
、
「
如
来
智
を
観
察
し
伺
察
し
（
近
二
於
仏
慧
一
当
二
観
察
讐
肝

量
二
）
一
切
智
智
の
た
め
に
最
勝
広
大
な
精
進
を
起
す
（
為
二
仏
1
切
智
一
当
レ
発
二
大
精

進
こ
」

こ
と
は
、
行
菩
薩
道
の
基
本
を
明
示
し
て
い
る
と
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ

t1　
r
b
h
［
i
t
c
f
i
r
t
h
a
を
知
る
（
一
）
・
p
＜
〕
日
）
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
根
本
条
件
に
な

る
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
X
　
な
お
釈
迦
牟
尼
仏
が
沙
弥
・
法
師
・
菩
薩
と
し
て
過
去
に
お
い
て
、
無

上
正

等
覚
に
勧
発
し
成
熟
せ
し
め
、
今
日
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
て
成
熟
せ
し
め

　
　
　
　

久
成
の

釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
D
（
伊
藤
）

る
、
　
い
わ
ゆ
る
所
化
は
、
六
十
の
恒
河
沙
に
等
し
い
百
千
億
那
由
他
の
衆
生

（
－
毬
朝
二
己
昌
唱
－
n
a
d
i
－
v
a
’
I
u
l
｛
a
－
s
．
i
i
n
．
i
　
n
i
　
p
r
t
i
T
．
i
i
　
（
o
r
　
s
a
t
t
v
a
）
－
k
o
L
i
－
n
a
y
u
t
a
－
S
a
t
a
－

巨
5
茸
ロ
三
六
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
等
衆
生
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
従
地

涌

出
品
で
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
釈
尊
滅
後
に
、
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
護
持
・
宣

説
・
顕
説
す
る
上
行
等
を
上
首
と
す
る
所
化
も
、
お
よ
び
そ
の
一
一
の
春
属
も
、

六
万
恒
河
沙
に
等
し
い
菩
l
t
l
4
t
t
，
’
M
　
（
s
a
s
．
t
i
－
G
a
i
）
g
a
－
n
a
d
i
－
v
a
l
u
k
a
－
s
a
m
a
n
i
　
o
r
　
u
p
a
m
a
n
i

ご

c
〔
ニ
ニ
、
p
こ
、
、
ρ
，
。
沿
ご
餌
．
．
p
巳
六
万
恒
河
沙
等
菩
薩
摩
詞
薩
）
と
さ
れ
る
。
前
者
は
後
者

に

対

し
て
六
を
共
通
数
と
し
て
、
し
か
も
後
者
の
百
億
那
由
他
分
の
一
で
あ
る

点
に

お

い

て
、
前
提
と
な
る
何
等
か
の
関
係
あ
り
と
し
て
、
考
察
の
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
拙
論
「
法
華
経
如
来
神
力
l
l
E
　
S
a
i
p
d
h
a
‘
b
h
f
i
．
v
）
v
’
I
L

　

第
三
十
九
巻
第
一
号
所
収
）
参
照
。

（

2
）
同
上
o

釈
名
考
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

　
　
　
　
　
　
四
　
十
地
と
若
干
の
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
次
に

十
地
の

菩
薩
行
と
の
若
干
の
対
照
を
な
し
て
、
右
の
行
菩
薩
道
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
へ

構
造
の
特
質
を
明
晰
な
ら
し
め
よ
う
。
な
お
十
地
の
菩
薩
行
の
諸
要
素
に
つ
い

て
は
拙
著
『
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
二
六
五
ー
五
八
五
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。”

の
中
、
「
無
上
正
等
覚
を
志
願
、
す
る
」
と
は
、

十
地
経
で
初
地
に

住
す
る

一
七



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

た
め
の
前
提
・
条
件
と
な
る
A
「
仏
智
を
求
め
る
（
ひ
己
〔
三
。
－
言
昌
ロ
一
）
h
i
l
i
L
＄
a
）
た

め

に

…
心
が
菩
提
へ
と
発
起
す
る
（
9
△
冨
望
ρ
c
i
t
t
i
t
　
m
　
u
t
p
a
d
y
a
t
c
）
　
J
に
照
合
す

る
。
ま
た
信
は
初
地
に
お
け
る
十
浄
地
法
の
第
一
の
不
壊
の
信
（
召
p
旦
5
三
？

霞
註
〔
竺
e
に
照
合
す
る
。
し
か
し
聴
聞
し
て
四
諦
を
如
実
に
知
る
の
は
第
五

地

助
で
の

こ
と
で
あ
り
、
十
1
I
囚
縁
を
観
察
す
る
の
は
第
六
地
で
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
H
の
段
階
は
十
地
の
次
第
で
は
初
地
を
含
意
し
つ
つ
第
五
・
六
地
の

段
階
に

相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
皿
の
中
、
　
r
如
来
の
智
見
を
志
願
す
る
」
云
々
と
い
う
の
は
、
十
地
の
次
第
で

は
如
来
智
を
希
求
（
a
プ
吉
二
帥
卯
勾
）
し
て
志
願
の
満
足
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
」
（
㏄
）

と
か
、
「
殊
勝
を
希
求
す
る
勤
行
（
＜
一
●
。
巴
－
零
旨
5
「
σ
q
ρ
言
一
・
ゴ
ロ
d
苔
）
を
捨
て
な

い

の

で
、
声
聞
・
独
覚
の
地
を
超
過
し
」
云
々
（
p
B
）
と
か
説
か
れ
る
の
に
照
合

す
る
。
ま
た
　
一
妙
法
蓮
華
と
名
け
る
法
門
の
広
説
を
聴
聞
す
る
」
と
い
う
の

は
、
第
八
地
の
一
本
願
力
の
任
持
に
住
す
る
（
℃
日
く
p
う
8
言
〔
ご
筋
コ
ρ
‘
b
a
，
　
1
’
a
（
l
h
a
n
a
，

s
t
h
i
t
a
）
か
ら
諸
仏
世
尊
よ
り
如
来
智
に
よ
る
（
ま
た
は
如
来
の
）
教
授
を
（
声
p
二
一
剖
｜

g
a
t
a
－
j
f
i
a
’
n
6
p
a
s
a
T
p
h
t
i
r
a
）
を
受
け
る
、
す
な
わ
ち
如
来
に
よ
っ
て
智
を
成
就
す

る
業
（
冒
昌
竺
；
’
ご
言
日
－
ζ
コ
ゴ
沿
三
を
教
授
さ
れ
る
一
と
あ
る
（
助
）
の
に
照
合

す
る
。
「
智
を
成
就
す
る
業
」
と
は
、
妙
法
の
三
義
の
中
、
修
行
法
に
あ
た
る
。

如
来
智
は
証
法
、
教
授
は
教
法
に
あ
た
る
。
か
V
て
皿
の
段
階
は
第
七
地
に
相

当
す
る
。

　
a
の
中
、
信
・
受
と
は
、
十
地
で
は
第
九
地
に
説
く
四
無
磁
智
の
中
、
弁
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ

無
擬
智
の
「
智
光
（
ー
法
身
）
の
行
輪
に
対
す
る
信
解
（
～
j
n
a
n
a
－
p
r
a
b
l
t
a
，
6
a
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
つ

「

芸
占
三
え
巳
口
（
一
三
コ
・
已
ζ
一
）
を
も
っ
て
法
を
説
く
」
庄
）
と
い
う
の
に
照
合
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
へ

ま
た
同
地
の
一
智
の
光
輝
（
言
口
曇
く
p
享
0
8
）
を
受
持
す
る
へ
p
r
a
g
r
a
h
a
r
p
a
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
e
意
（
∋
・
三
・
・
二
〃
三
。
こ
錫
修
す
る
゜
1
　
（
a
・
）
と
い
う
法
師
自
在
成
就
を

可
能
な
ら
し
め
る
　
「
受
持
へ
σ
q
r
a
h
a
r
p
a
）
」
　
Q
内
容
に
照
合
す
る
。

　
V
の
r
無
上
正
等
覚
に
つ
い
て
の
授
記
」
は
、
第
九
地
の
「
仏
の
行
境
に
入

“Q　
（
b
u
d
d
h
a
－
g
o
。
a
r
a
“
n
u
p
r
a
v
i
＄
t
a
）
」
　
（
’
v
－
”
）
云
々
と
あ
る
の
に
照
合
す
る
。

　
故
に

妙
法
蓮

華
の
法
門
の
信
・
受
と
、
そ
れ
に
よ
る
無
上
正
等
覚
の
授
記
と

は
、
如
来
の
智
光
の
信
解
・
受
持
と
、
そ
れ
に
よ
る
仏
の
行
境
に
入
る
こ
と
を

行
相

と
す
る
第
九
地
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
M
で
の
1
法
師
と
な
る
」
・
「
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
何
度
も
顕
説
す
る
」
と
い

う
の
は
、
第
九
地
で
の
「
大
法
師
の
L
P
〈
R
　
（
m
a
h
i
L
－
・
l
h
a
r
n
i
a
－
b
l
）
a
’
　
r
］
a
］
〈
a
－
g
a
t
i
）
を

具

え
て
、
無
量
智
に
随
行
す
る
善
巧
（
ζ
已
旨
ξ
p
）
と
四
無
擬
智
に
よ
っ
て
成
就

さ
れ
た
菩
薩
語
（
b
o
c
l
h
i
o
a
t
t
v
a
‘
〆
、
勃
O
）
と
に
よ
っ
て
、
法
を
説
く
」
（
田
）
乃
至

一
…
衆
生
の
た
め
に
意
楽
に
応
じ
て
（
苫
9
言
膓
P
≦
二
二
＾
ご
［
8
）
分
別
し
て
法

を
説
く
」
禽
）
と
あ
る
の
に
照
合
す
る
。

　
ま
た
自
行
の
方
面
の
「
般
若
を
具
え
る
」
と
い
う
の
は
、
第
六
地
に
「
…
無

着
智
（
家
昌
碧
－
冒
勃
；
1
1
雰
；
完
g
p
－
冒
日
ど
の
現
前
と
名
け
る
般
若
波
羅
蜜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

住
（
る
ど
コ
三
）
自
ρ
ゴ
三
鋼
－
v
i
h
a
r
a
）
が
如
来
智
の
光
輝
に
よ
っ
て
現
前
す
る
」
へ
B
）

と
あ
り
、
第
七
地
に
「
方
便
・
般
若
の
智
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
他
の
道
の
殊

勝
な
る
精
勤
（
ξ
3
’
a
－
P
I
，
牡
言
－
』
罫
8
げ
h
i
n
i
r
h
＃
a
　
m
t
－
i
r
g
，
l
n
t
i
．
　
r
’
t
i
r
a
m
b
h
a
－
v
i
S
e
＄
a
）

を
成
就
す
る
＝
蝿
）
と
あ
る
の
に
照
合
す
る
。
「
…
仏
智
を
受
持
す
る
」
と
い



　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
0
　
5

う
の
は
第
八
地
の
且
、
第
九
地
の
国
．
鼠
に
照
合
す
る
。

　
利
他
の

方
面
の

f菩
提
へ
勧
発
せ
し
め
…
無
上
正
等
覚
に
お
い
て
成
熟
せ
し

め
る
」
と
い
う
の
は
、
第
九
地
の
「
衆
生
の
行
の
異
W
’
　
s
u
　
（
c
a
l
’
y
l
L
－
v
i
m
．
l
t
r
a
t
，
1
）

を
如
実
に
知
っ
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
解
脱
の
X
r
v
y
i
l
S
　
（
v
i
m
o
k
s
o
p
a
s
a
m
h
a
r
a
）
を

与

え
る
」
醜
）
と
あ
る
の
に
照
合
す
る
。

　
か

く
し
て
M
の
段
階
ぱ
前
分
に
お
い
て
第
六
・
七
・
八
地
に
相
当
し
、
主
分

に

お

い

て
第
九
地
に
相
当
す
る
と
看
倣
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
へ

　
な
お
Y
の
中
、
「
釈
迦
牟
尼
仏
が
…
善
巧
方
便
（
⊥
二
乗
を
顕
説
す
る
こ
と
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
パ

も
っ
て
導
い
て
阿
羅
漢
と
な
せ
る
と
き
、
真
実
の
義
（
ー
一
乗
）
を
説
い
て
」
云

々

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
十
地
の
中
で
は
第
九
地
の
大
法
師
の
行
分
で
あ
る
四
無

擬
智
の
第
七
相
の
境
界
と
さ
れ
る
、
二
乗
と
諸
乗
と
の
関
係
を
よ
く
知
っ
て

よ
く
説
く
」
禽
）
こ
と
に
照
合
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
も
第
九
地
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
国

　
結
　
　
論

　
以

上
の
中
、

る
。

若
干
の

こ
と
を
要
約
し
、
多
少
の
こ
と
を
附
言
し
て
結
論
と
す

　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
①
　
釈
尊
の
因
行
は
c
a
r
y
a
　
v
i
p
u
l
a
　
v
i
s
i
t
i
t
f
i
．
　
（
行
二
仏
道
一
ー
行
二
菩
薩
道
二

と
称
す
る
。
こ
れ
は
地
涌
の
菩
薩
の
上
首
の
名
称
ぐ
i
E
：
i
s
．
　
t
a
－
c
a
r
i
t
r
a
　
（
上
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
へ

と
同
義
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
行
と
い
う
成
語
が
釈
尊
の
因
行
を
表
示
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、

　
　
　
　
久
成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
：
v
の
l
）
（
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
へ
　
　
ひ

　
②

　
行
菩
薩
道
の

前
提
・
条
件
は
、
無
上
正
等
覚
を
志
願
す
る
（
a
r
t
h
i
n
＝
＝
合

　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

日
的
々
対
象
と
す
る
）
信
（
霞
乞
（
三
ど
、
如
来
の
智
見
を
志
願
す
る
（
9
こ
口
σ
。
葺
p
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
へ

jfi
a
n

a
－
d
a
r
S
a
n
e
n
a
　
a
r
t
h
i
n
）
深
心
（
p
（
ξ
・
ぽ
p
盲
）
で
あ
る
。
行
菩
薩
道
の
根
本

ヘ

　
　
へ

精
神
は
、
妙
法
蓮
華
の
法
門
（
す
な
わ
ち
教
・
行
・
証
を
具
す
る
妙
法
）
に
対
す
る

聴
齢
・
心
解
〔
ぎ
；
パ
三
三
一
）
・
勢
．
（
巨
く
σ
q
「
巳
ご
ぺ
合
ご
、
す
な
わ
ち
如
来
に

　
　
　
　
　
ひ
　
　
カ

対
す
る
南
無
（
コ
p
ヨ
・
。
・
－
ペ
耳
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
へ

　
③
　
行
菩
薩
道
の
実
践
態
度
は
、
仏
智
を
受
持
す
る
も
の
（
一
）
巨
〔
芸
ρ
－
言
昌
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
へ

p
r
a
t
i
g
r
a
h
p
k
a
）
と
し
て
法
門
を
何
度
も
広
く
顕
説
す
る
（
s
a
n
i
－
p
r
a
－
≦
k
a
S
）
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

（cl
h
a
r
m
a
－
b
h
L
i
i
）
a
k
a
）
　
g
活
動
と
し
て
明
示
さ
れ
る
。
そ
の
諸
属
性
は
、
華
厳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
て
　
　
へ

十
地
に

お
け

る
第
九
地
の
大
法
師
の
L
P
〈
R
　
（
m
a
h
a
－
d
h
a
r
m
a
－
b
h
a
i
）
a
k
a
－
g
，
i
t
i
）
に

照
合
す
る
。

　
　
　
　
て
　
ヘ
　
へ
　
て
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
ゐ

　

④
　
釈
尊
の
因
行
の
菩
薩
が
法
師
と
し
て
最
終
的
に
説
く
と
こ
ろ
の
⊆
ピ
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

t
t
i
r
t
h
a
は
、
如
来
神
力
品
に
お
い
て
地
涌
の
菩
薩
た
る
上
行
等
の
み
が
常
に

ヤ

　

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
め
　
　
へ

知

る
（
と
言
明
さ
れ
る
）
と
こ
ろ
の
随
宜
所
説
意
趣
（
一
乗
・
久
成
）
に
同
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

異
語
で

あ
る
「
（
諸
経
の
）
σ
｝
旨
S
巴
夢
ρ
」
と
同
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ヘ
　
ヘ
　
パ
　
も

行

が
一
乗
（
・
久
成
）
を
説
く
釈
尊
の
因
行
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

強
く
示
唆
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ソ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
⑤

　
か
く
し
て
今
の
化
城
喩
品
の
釈
尊
の
因
行
と
し
て
の
行
菩
薩
道
は
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

涌
の
菩
薩
の
上
首
の
上
行
と
成
語
・
観
念
・
内
容
の
上
で
密
接
に
関
連
し
、
そ
の

こ
と
は
後
者
が
前
者
を
含
意
し
表
示
す
る
名
称
で
あ
る
こ
と
を
推
知
せ
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヤ

　

⑥
　
し
か
ら
ば
今
品
に
お
け
る
釈
尊
の
因
行
と
果
徳
と
の
関
係
は
如
何
。
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
七
号
）

ず
果
徳
と
ぱ
何
か
。
端
的
に
は
無
上
正
等
覚
す
な
わ
ち
最
上
な
る
無
上
の
菩
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（u
tta
m
E
　
i
c
　
g
r
a
－
b
o
d
h
i
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
已
に
論
明
し
た
と
こ
ろ
に
対
照
す
る

と
、
今
品
で
は
主
体
的
位
相
と
し
て
の
如
来
智
（
夢
二
h
a
g
a
t
a
－
j
n
t
i
n
a
）
＝
＝
　
1
切
智

性
（
塁
芝
p
言
芦
抽
）
1
1
寂
静
・
無
漏
の
v
t
〈
I
　
R
M
　
（
b
u
d
d
h
a
－
j
f
i
　
［
t
n
a
　
a
n
a
s
r
a
，
　
v
a
　
S
i
v
a
）
と
、

客
体
的
位
相
（
ー
主
体
的
対
象
）
と
し
て
の
　
切
智
性
の
法
（
防
2
ξ
盲
巴
和
穿
p
〒

r
n
　
c
l
）
　
＝
　
（
無
上
正
等
覚
に
関
す
る
）
無
上
の
±
g
　
（
a
g
r
a
‘
d
h
a
r
i
n
a
）
と
の
統
一
で
あ

る
と
解
さ
れ
る
。
如
来
智
は
具
体
的
に
は
仏
知
見
ー
如
来
の
智
見
（
9
二
忌
2
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

jfi
a
n
a
－
d
a
r
S
a
n
a
）
と
し
て
善
巧
方
便
（
u
p
a
y
a
－
1
〈
き
S
a
l
y
a
）
を
も
っ
て
展
開
す
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ま
た
釈
尊
（
の
果
徳
と
し
て
）
の
衆
生
に
対
す
る
（
唯

一
の

解
s
s
　
e
k
a
　
v
i
m
u
k
t
i
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
）
唯
一
の
作
用
（
完
P

k
a
r
y
a
）
　
．
唯
一
の
合
目
的
々
作
用
（
穿
o
－
唱
3
δ
す
コ
p
）
に
つ
い
て
も
、
　
已
に
他

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

論
で
究
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　

今
品
に
よ
る
と
、
そ
の
展
開
の
次
第
が
明
瞭
と
な
る
。
す
な
わ
ち
一
般
に
は

如
来
た
る
も
の
（
こ
こ
で
は
大
通
智
勝
如
来
）
は
、
．
衆
生
の
意
楽
（
募
3
ε
を
知
っ

て
四
諦
十
二
因
縁
を
説
い
て
無
上
菩
提
を
志
願
（
自
戸
三
コ
）
せ
し
め
、
そ
の
深
心

（。
合
葛
旨
遷
）
を
知
っ
て
妙
法
蓮
華
の
法
門
（
1
1
無
上
正
等
覚
に
関
す
る
a
．
　
g
r
a
－

dha
r
m
a
）
p
t
）
｛
｛
1
X
，
I
S
　
（
v
i
s
t
a
（
．
r
e
r
p
t
l
　
s
a
i
p
－
p
r
a
－
V
k
f
i
．
S
－
a
y
a
－
）
　
5
真
実
の
行
（
；
三
p

c
a
r
i
－
－
c
a
r
y
a
－
　
v
i
l
）
u
l
a
　
v
i
g
i
s
．
t
a
）
を
示
し
、
教
に
お
い
て
菩
薩
・
法
師
（
〔
巨
p
…
P

bh
a
r
p
a
k
a
）
と
な
（
し
成
仏
）
せ
し
め
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
釈
尊
は
過
去
（
p
u
r
v
a
）
に
菩
薩
と
し
て
妙
法
蓮
華
の
法
門
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

広
説
し
て
衆
生
を
無
上
正
等
覚
に
勧
発
せ
し
め
　
（
s
a
m
－
i
i
－
V
d
c
i
－
p
a
y
a
－
）
成
熟
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

し
め
る
（
p
a
r
i
－
v
r
p
f
t
c
　
c
－
a
y
a
－
）
も
、
今
日
へ
a
d
y
a
）
に
成
仏
し
善
巧
方
便
（
⊥
二
乗

を
顕
説
す
る
こ
と
）
を
も
っ
て
、
い
ま
だ
声
聞
地
に
住
す
る
も
の
を
引
導
（
く
三

し
阿
羅
漢
と
な
せ
る
と
き
、
法
（
d
h
a
r
m
a
）
の
ま
ま
に
真
実
の
義
（
亘
ゴ
ロ
9
詳
ピ
o
）

を
説
い
て
一
切
智
智
（
s
a
r
v
a
j
n
a
－
］
n
a
n
a
）
の
た
め
に
最
勝
広
大
な
る
精
進
（
＜
「
日
p

］
昌
己
己
p
已
念
昌
）
を
起
さ
し
め
て
無
上
正
等
覚
に
成
熟
せ
し
め
、
な
お
菩
薩
な

り
と
自
覚
し
え
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
余
国
に
こ
れ
と
共
に
受
生
（
已
丁
≦
）
ρ
e

し
て
異
名
を
も
っ
て
遊
行
し
、
作
仏
し
て
如
来
智
を
v
e
e
s
　
（
p
a
r
i
－
v
’
i
＄
）
せ
し
め
、

こ
の
所
作
（
ζ
｛
葛
是
経
、
如
来
法
）
を
聴
聞
せ
し
め
る
。

　
要

す
る
に
、
過
・
現
・
未
の
三
世
に
わ
た
っ
て
衆
生
を
し
て
無
上
正
等
覚
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

現
等
覚
せ
し
め
る
た
め
の
次
第
（
f
i
n
u
p
a
r
v
i
）
を
有
す
る
（
彗
毛
言
〆
．
日
）
と
こ
ろ

に
、
釈
尊
の
果
徳
と
し
て
の
実
用
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
パ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
パ

　
⑦

　
か
く
て
因
行
の
特
質
（
根
本
属
性
）
は
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
受
持
し
広
説

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

す
る
に
あ
り
、
果
徳
の
特
質
は
善
巧
方
便
（
三
乗
を
顕
説
す
る
こ
と
）
を
媒
介
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（そ
れ
を
止
揚
し
）
て
妙
法
蓮
華
の
法
門
（
真
実
の
義
）
を
広
説
す
る
に
あ
る
と

知

ら
れ
る
。
ま
た
因
行
と
果
徳
と
は
因
果
の
継
続
を
も
っ
て
、
三
世
に
わ
た
っ

て

衆
生

を
し
て
勧
発
（
ー
下
種
）
↓
成
熟
↓
成
正
覚
↑
解
脱
）
せ
し
め
る
た
め
の

ヘ

　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
て
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

次
第
（
昌
e
三
・
、
一
…
昌
三
゜
。
巴
三
・
。
・
二
一
p
言
5
仏
道
に
漸
入
す
る
た
め
の
法
）
を
全
う

す
る
関
係
に
あ
る
と
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
拙
論
「
法
華
経
の
仏
性
論
」
（
渡
辺
宝
陽
編
『
法
華
仏
教
の
仏
陀
論
と
衆
生
論
』
所
収
）

　
　
　
参
照
。

　
（
2
）
　
拙
論
「
法
華
経
に
お
け
ろ
仏
性
O
実
用
に
つ
い
て
」
（
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
『
仏
教

　
　

学
論
集
』
所
収
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）


